
LANCIA RALLY 037 / LANCIA DELTA S4 / AUDI SPORTS QUATTRO S1 E1 & E2
PEUGEOT 205T16 E1 & E2 / MG METRO 6R4 / FORD RS200
NISSAN 240RS / TOYOTA CELICA / MAZDA RX-7 / RENAULT 5 TURBO
CITROEN BX 4TC / LANCIA ECV 1 & 2 / TOYOTA 222D  …and more!

その走り、
凶暴につき─

「4WD」＋「ターボ」＋「ミッドシップ」で武装した天井知らずの“オバケ”たちが蹂躙、世界一を競った時代
ランチア、アウディ、プジョーらの名車たちとそこに挑んだ日本車から「まぼろしのグループS」までを網羅

サンエイムック　WRC グループBラリーカーのすべて　2025年6月25日発行



「「「「レーレーーレーレーシンシンシンシンシングカグカグカグカグカーのーのーのーのの
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をご覧をご覧をご覧覧くださくださくだくくださいいい

グカグカグカカ ののの

僕
た
ち
の
ラ
リ
ー
カ
ー
、

黄
金
期
。

ご購入ご購入入入ご購入ご購入ご購入購ご購入購入ははははははは
こちらこちらこちらこちららちらこちらこ らこ !!!!!

好好好好評評評発発発売売売中中中！！！

お求め方法
●パソコンから

https://shop.san-ei-corp.co.jp
●お電話で

03-5357-8802
受注センター（平日10：00～17：30）

お支払い方法・送料について
●クレジットカード払いの場合
手数料：無料／送料：一回200円　

●代金引換払いの場合
手数料：300円／送料：一回200円　

〒163-1126
東京都新宿区西新宿6-22-１ 新宿スクエアタワー26F
TEL：03-6773-5250 （平日10：00～17：30）

株式会社三栄 販売部

定価：1100円（本体価格：1000円+税）

ご注文金額が1000円以上の場合は、送料無料
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 儚 き モ ン ス タ ー た ち
Text/Joe Kojima(WRC Gr.B Archives)  Photo/McKLEIN
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Ａ
を
や
っ
た
ら
Ｂ
も
出
す
。
昨
春
刊
行

し
た
『
Ｗ
Ｒ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
Ａ
ラ
リ
ー
カ
ー

の
す
べ
て
』
の
続
刊
で
あ
る
今
作
は
〝
一

冊
ま
る
ご
と
グ
ル
ー
プ
Ｂ
〞。
あ
の
時
代

の
モ
ン
ス
タ
ー
た
ち
を
網
羅
し
て
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
Ｂ
の
時
代
と
は
、
厳
密
に
は

１
９
８
２
〜
86
年
を
指
す
。
従
前
の
グ
ル

ー
プ
分
け
（
Ｗ
Ｒ
Ｃ
は
グ
ル
ー
プ
２
お
よ

び
４
に
属
し
た
）
か
ら
改
変
と
な
り
、
ベ

ー
ス
車
を
２
０
０
台
、
エ
ボ
車
は
20
台
生

産
す
れ
ば
良
い
と
し
た
。
エ
ボ
車
の
改
造

範
囲
は
広
く
、
フ
レ
ー
ム
構
造
Ｏ
Ｋ
、
別

の
エ
ン
ジ
ン
積
ん
で
Ｏ
Ｋ
、
タ
ー
ボ
化
Ｏ

Ｋ
、
サ
ス
形
式
変
更
Ｏ
Ｋ
、
エ
ン
ジ
ン
搭

載
＆
駆
動
方
式
変
更
Ｏ
Ｋ
と
い
う
、
ほ
ぼ

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
マ
シ
ン
の
よ
う
な
「
な
ん

で
も
ア
リ
」
な
規
定
だ
っ
た
。
一
見
し
て

街
を
走
る
の
と
よ
く
似
た
プ
ジ
ョ
ー
２
０

強 く 、 はじめに

５
で
あ
っ
て
も
、
実
際
の
グ
ル
ー
プ
Ｂ
仕

様
２
０
５
Ｔ
16
は
４
Ｗ
Ｄ
で
オ
ー
バ
ー
３

０
０
馬
力
の
タ
ー
ボ
エ
ン
ジ
ン
を
ミ
ッ
ド

シ
ッ
プ
に
搭
載
し
て
い
る
オ
バ
ケ
だ
。
わ

か
り
や
す
く
前
後
に
大
き
な
羽
根
や
ら
フ

ィ
ン
や
ら
が
追
加
装
着
さ
れ
て
い
る
。
当

時
の
サ
ー
キ
ッ
ト
で
衆
目
を
集
め
て
い
た

〝
市
販
車
の
ボ
デ
ィ
を
ま
と
っ
た
モ
ン
ス

タ
ー
〞
ス
ー
パ
ー
シ
ル
エ
ッ
ト
レ
ー
ス
を

連
想
す
る
と
近
い
印
象
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
ま
で
堅
牢
性
と
信
頼
性
を
競
っ
て

き
た
ラ
リ
ー
競
技
は
こ
の
時
代
、
急
速
に

ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
化
し
て
タ
ー
ボ
パ
ワ
ー
と

ハ
イ
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
で
マ
シ
ン
を
振
り

回
し
疾
走
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
姿
は

す
ぐ
さ
ま
世
界
で
人
気
を
博
し
た
。
し
か

し
開
発
競
争
が
過
熱
、
技
術
と
ス
ピ
ー
ド

に
安
全
性
が
追
い
つ
か
な
い
ま
ま
重
大
事

故
が
続
発
し
、
一
線
級
の
選
手
を
２
年
連

続
の
事
故
で
失
う
に
至
っ
て
Ｆ
Ｉ
Ａ
／
Ｆ

Ｉ
Ｓ
Ａ
は
強
権
発
動
で
突
然
そ
の
年
限
り

で
の
終
焉
を
決
定
、
87
年
か
ら
は
市
販
車

然
と
し
た
「
Ａ
」
の
車
両
に
世
界
選
手
権

を
懸
け
る
と
し
た
。
次
代
の
後
継
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
具
体
化
し
な
い
ま
ま
の
時
期
に
断

行
さ
れ
た
急
決
定
で
、開
発
中
だ
っ
た「
グ

ル
ー
プ
Ｓ
」
の
マ
シ
ン
は
舞
台
を
失
い
歴

史
の
影
に
消
え
た
。

　

し
か
し
い
つ
の
時
代
も
主
役
は
マ
シ
ン

だ
。
実
質
わ
ず
か
４
シ
ー
ズ
ン
限
り
だ
っ

た
Ｂ
の
時
代
に
あ
っ
て
は
余
計
に
そ
う
で
、

「
２
／
４
の
時
代
」
と
も
「
Ａ
の
時
代
」

と
も
違
う
前
衛
っ
ぷ
り
と
圧
倒
的
迫
力
、

そ
し
て
ど
こ
か
漂
う
儚
（
は
か
な
）
さ
と

少
し
ば
か
り
の
脆
弱
性
。
こ
れ
ら
は
Ｂ
の

時
代
に
し
か
な
い
特
徴
で
あ
り
魅
力
だ
。

　

思
え
ば
こ
の
80
年
代
中
盤
と
い
う
時
期

は
、
ラ
リ
ー
の
み
な
ら
ず
自
動
車
業
界
全

体
が
モ
ダ
ナ
イ
ズ
さ
れ
て
多
く
の
新
基
軸

が
投
じ
ら
れ
た
発
展
期
だ
っ
た
。
生
産
技

術
の
向
上
で
信
頼
性
や
性
能
は
飛
躍
的
に

上
が
り
、
さ
ら
に
タ
ー
ボ
や
４
Ｗ
Ｄ
と
い

っ
た
ニ
ュ
ー
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
登
場
、
普
及

し
た
。
Ｗ
Ｒ
Ｃ
も
世
界
選
手
権
と
し
て
の

ス
テ
ー
タ
ス
や
グ
ロ
ー
バ
ル
性
が
向
上
、

現
代
ま
で
続
く
歴
史
の
地
固
め
を
し
た
。　

　

４
シ
ー
ズ
ン
の
間
に
登
場
し
た
マ
シ
ン

は
数
こ
そ
多
く
な
い
が
魅
力
的
で
、
ラ
ン

チ
ア
の
新
旧
２
台
を
は
じ
め
４
Ｗ
Ｄ
機
構

を
投
じ
た
ア
ウ
デ
ィ
、「
い
い
と
こ
取
り
」

設
計
の
プ
ジ
ョ
ー
な
ど
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ

だ
。
も
ち
ろ
ん
日
産
や
ト
ヨ
タ
、
マ
ツ
ダ
、

Ｍ
Ｇ
に
フ
ォ
ー
ド
な
ど
対
抗
馬
も
い
た
。

彼
ら
の
細
部
を
見
て
い
こ
う
。
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Photos/McKLEIN, PEUGEOT, SAN-EI

P008-015 L ANC IA  R AL LY  037
P016-025 L ANC IA  DE LT A  S 4
P026-029 AUD I  QUAT T RO  A 1/A2
P030-037 AUD I  S PORT  QUAT T RO  S 1
P038-047 PEUGEOT  205T 16  E 1/E2
P048-051 MG MET RO  6R4
P052-053 OPEL  AS CONA  400  &  MANT A  400
P054-055 R ENAULT  5  T UR BO  &  MAX I  5  T UR BO
P056-059 F OR D  R S 200
P060-061 C I T ROËN  BX  4T C
P064-067 N ISS AN  240R S
P068-071 T OY OT A  C E L I C A  T W INCAM T UR BO
P072 MITS UB IS H I  ST AR ION  4W D R AL LY
P073 MAZDA  R X-7

P074-081
M A C H I N E  G A L L E RY
S A22C  MAZDA  R X-7

Group B Cars
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１
９
８
０
年
に
骨
子
が
固
ま
っ
た
グ
ル

ー
プ
Ｂ
規
定
に
対
し
、
真
っ
先
に
動
い
た

の
は
１
３
１
ア
バ
ル
ト
・
ラ
リ
ー
の
後
継

車
を
模
索
し
て
い
た
フ
ィ
ア
ッ
ト
だ
っ
た
。

当
時
の
フ
ィ
ア
ッ
ト
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

部
門
は
ラ
ン
チ
ア
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

部
門
と
合
併
し
、
ラ
ン
チ
ア
出
身
の
チ
ェ

ザ
ー
レ
・
フ
ィ
オ
リ
オ
統
括
の
下
、
ラ
ン

チ
ア
が
サ
ー
キ
ッ
ト
、
フ
ィ
ア
ッ
ト
が
ラ

リ
ー
と
い
う
棲
み
分
け
が
確
立
し
て
い
た
。

当
然
、
次
期
ラ
リ
ー
車
の
開
発
は
１
３
１

を
担
当
し
た
ア
バ
ル
ト
に
任
さ
れ
、
開
発

コ
ー
ド
「
Ｓ
Ｅ
０
３
７
」
と
し
て
計
画
は

ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
新
車
両
は
ラ
ン
チ

ア
の
ブ
ラ
ン
ド
で
出
す
こ
と
に
な
り
、
正

式
名
称
〝
ラ
ン
チ
ア
・
ラ
リ
ー
〞
と
な
る
。

　

開
発
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
の
は
ラ
ン
チ

ア
の
ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
ク
ー
ペ
、
ベ
ー
タ
・

モ
ン
テ
カ
ル
ロ
。
た
だ
し
使
わ
れ
る
の
は

セ
ン
タ
ー
モ
ノ
コ
ッ
ク
だ
け
で
、
前
後
は

パ
イ
プ
フ
レ
ー
ム
、
エ
ン
ジ
ン
は
縦
置
き

に
さ
れ
ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
を
搭
載
、

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
前
後
と
も
ダ
ブ
ル
ウ

イ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ン
と
い
う
レ
ー
シ
ン
グ
カ

ー
ラ
イ
ク
な
構
成
と
な
っ
た
。

　

開
発
途
上
で
革
命
児
ア
ウ
デ
ィ
・
ク
ワ

ト
ロ
が
登
場
し
た
も
の
の
、
83
年
か
ら
本

格
参
戦
を
開
始
し
た
０
３
７
は
、
狙
い
ど

お
り
「
ク
ワ
ト
ロ
の
勝
て
な
い
ラ
リ
ー
」

で
ポ
イ
ン
ト
を
積
み
重
ね
て
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
チ
ャ
ラ
ー
ズ
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
た
。

LANCIA

間隙を突いた最後の2WD戴冠車

Text/Hideki Hiramatsu  Photos/McKLEIN, Getty Images

1982年から始まったグループＢの技術規定に対し、WRCの新たな頂点となるべく
本格的なマシンをいち早く送り出したのはランチアだった。アバルト技術陣が産み
“ラリー”の名が冠されたマシンは、その流麗なスタイルでファンを魅了した

RALLY 037
ランチア・ラリー037

1982 San Remo
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82年半ばから燃料供給の
インジェクション化、コン
プレッサーの３穴化、樹脂
製ドア／ボンネット＆大型
ヘッドライト採用などの変
更点を持つエボリューショ
ンモデルが登場。83年開幕
戦モンテカルロで、移籍初
戦のバルター・ロールによ
って初勝利を挙げた。

1982 Acropolis

84年から、排気量2110.9㏄で335馬力を発
生する新スペックエンジンを搭載した２世代
目のエボリューションモデルが登場。リヤカ
ウル下を取り外し、全長がわずかに伸びてい
るのが外観上の特徴だ。

1983 Monte-Carlo

1984 Portugal

1982年にラリーデビューを果たした037は、当初は
エボリューションモデル20台の生産が間に合わず、
数戦の間、ベースモデルの“ストラダーレ”仕様で
参戦。それでもWRC２戦目となるアクロポリスでは、
序盤首位を快走した。
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1983 Tour de Corse
大型のヘッドライトを
採用。ボンネットやド
アをファイバー製とし
て軽量化を図ったエボ
リューションモデル。
83年のツール・ド・コ
ルスでは１～４位独占
という圧勝劇を見せた。

1ランチアの市販車ラインナップから流用し
たのは、ベータ・モンテカルロのセンターモ
ノコックのみ。2ピニンファリーナの工房か
ら、前後のフレームがない状態でアバルトへ
と納品。そこにパイプフレームが追加された。

1WRCデビューのツール・ド・コル
スと2戦目のアクロポリスまではス
トラダーレ仕様での参戦。2前後を
パイプフレームで組む構成は同一だ
が、特にエンジン／スーパーチャー
ジャーの構成が大きく違う。

ラリーデビューは82年４月のERC戦コスタ・スメラルダ。ストラダーレ仕
様で、マルク・アレンによれば「ひどいフィーリングだった」という。

1982 Costa Smeralda

1982 Acropolis

1

2

1

2
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ランチア・ラリー 037（1982 Evolution 1）

全長×全幅×全高 3907～3997×1820×1240㎜

ホイールベース 2440㎜

トレッド（前／後） 1508／1490㎜

サスペンション（前後とも）ダブルウイッシュボーン

車両重量 960㎏

エンジン型式 232AR4

エンジン形式 直列４気筒DOHC16バルブ

排気量 1995㏄

最高出力 305ps／8000rpm

タイヤ ピレリ製

S P E C I F I C A T I O N S

LANCIA

RALLY 037

12上部に大きく開くリヤカウル、簡単に取り外せるフロ
ントカウルなど、整備性の良さもアドバンテージのひとつ
だった。ターマックとグラベルでエンジンの仕様を使い分
けるなど、83年のアウディとの戦いは熾烈を極めた。

1983 San Remo

1984 Tour de Corse

1

2

エボリューション２の投入により、
エンジンパワーは330馬力オーバ
ーに。しかし熟成されたアウディ
・クワトロの前に84年シーズンは
苦戦を強いられることに。

1強力なダウンフォースを生んだ大型のリヤスポイ
ラー。2一方、ベータモンテカルロの面影を残して
デザインされたフロント周りは後年のグループＢ車
両の大型スポイラーと比べると控えめな印象。それ
がかえって流れるような美しさを醸し出す。

特徴のひとつであるツインショックのリヤサス。ア
ップライトにかかる負荷を、ボールジョイントでは
なく強固なボディに直接伝える意図で開発された。

1983 Tour de Corse 1

2
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1エボリューションモデル
投入後もなかなか結果の出
せない戦いが続いた82年。
最終戦RACも４位に留まっ
た。2アレンとロールの２
大エース体制となった83
年。アレンはグラベル戦で
苦戦。アルゼンチンではア
ウディに１～４位を独占さ
れ５位。3グラベル戦で好
調だったのがロール。アク
ロポリス、ニュージーラン
ドと連勝し、ランチアはマ
ニュファクチャラーズ選手
権制覇に大きく近づいた。

サファリラリーはフルビア、ストラトスでも勝
てなかったランチアにとって鬼門のラリー。037
も1初挑戦の84年に４、６位。2２年目の85年
は４台が全滅の憂き目に。デルタS4にスイッチ
した86年も信頼性重視でサファリだけは037で
出場。しかしセリカ・ツインカムターボに1-2
を許して３位に留まった。

1982 RAC1983 Argentina

1983 Acropolis

1984 Safari

1985 Safari

12

3

2

1
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LANCIA

RALLY 037

184年はわずか１勝。85年開幕戦モンテカルロ
も５、６、８位と惨敗。開発中のデルタS4が待
たれるなかで、その後も苦戦が続いた。2期待
の若手三羽ガラスのひとりとして84年からラン
チア陣営に加わったヘンリ・トイボネン。クラ
ッシュを重ねながらエースへと成長していく。

デルタS4投入を目前に控えた85年のサンレモ。
もはや4WD勢に抗う術はなく、地元ラリーでも
３～６位。アッティリオ・ベッテガの悲劇もあ
った最後のシーズンを未勝利のまま終えた。

1985 Monte-Carlo

1984 1000 Lakes

1985 San Remo

1

2
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当時はERCにもサテライトチームを送り込ん
で積極参戦した。85年のコスタ・スメラルダ
ではジョリー・クラブ、トレガッチェレ、グ
リフォーネの３台を筆頭に１～５位を独占。

LANCIA

RALLY 037

1983 Rally Sol

1983 Tour de Corse

1983 Deutschland

1983 Hunsruck

1131の時代からラン
チアのセミワークス的
存在のジョリークラブ。
83年にはミキ・ビアジ
オンが６勝を挙げ見事
ERC王座を獲得。ベッ
テガ、トイボネンと並
ぶランチアの期待の星
へと成長していく。
283年のドイツ選手
権ドイチェランドには
ワークスのエース格ロ
ールが参加、圧勝した。
383年ツール・ド・コ
ルスにジョリークラブ
から出走して３位に入
ったアダルティコ・ブ
ダフィエーリはベネト
ンのスポンサーを受け
ていた。4エミネンス
・レーシングのアンド
レア・ザヌッシ車は、ラ
ンチアの委託でエボリ
ューションモデル製作
の一翼も担った有力フ
ァクトリー、ボルタ製
作の１台。

1985 Costa Smeralda

1

3

2

4
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183年サンレモのザヌッシ車。トレガッチェレからのエントリ
ー。283年フランス選手権ツール・ド・フランスを走ったジャ
ック・フォッサは５位。3ベテラン、ジャン-クロード・アンド
リューはシャルドネの037を駆る。4父ルイージが創設したグ
リフォーネの037を駆るファブリツィオ・タバトン。84年イタ

1バストスタバコ／テ
キサコと言えばベルギ
ーのパトリック・スナ
イヤーズ。トレガッチ
ェレの037を駆る。写
真の85年イープルは４
位。86年にはERCで２
勝を挙げてランキング
２位となった。285年
アクロポリスでトレガ
ッチェレの037を駆る
マウロ・プレリアスコ。
この年のERCランキン
グ４位。3ワークスの
サファリ要員だったケ
ニアのビック・プレス
トンJr.は85年、イタリ
ア、サルデーニャ島が
舞台のERC戦コスタ・
スメラルダにマルティ
ニ・レーシングから参
加。4同じ85年コスタ
・スメラルダでのノバ
ラ・コルセのグラディ
アーノ・ロッシ車。こ
ちらの037はタムオー
トが用意した。

1983 Tour de France

1985 Ypres

1985 Costa Smeralda

1985 Acropolis

1985 Costa Smeralda

1983 San Remo

1984 San Remo 1984 Tour de Corse

1984 San Remo 1984 Boucles de Spa

56

1

3

2

4

3

1

4

2

リア選手権で６勝。584年からウエストタバコカラーとなった
トレガッチェレ。この年から加入のカルロ・カポーネが写真の
ブークル・ド・スパを含む５勝を挙げ、トイボネンを抑えERC
王座を獲得。683年サンレモにボローニャ・コルセから参戦の
ジャンフランコ・クニコ。車両はボルタが製作。
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ラ
リ
ー
０
３
７
が
初
勝
利
を
目
指
し
て

い
た
83
年
１
月
、
ラ
ン
チ
ア
／
ア
バ
ル
ト

で
は
次
期
ラ
リ
ー
カ
ー
と
な
る
べ
く
Ｓ
Ｅ

０
３
８
の
開
発
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
指
揮
し
た
の
は
０
３
７

を
担
当
し
て
い
た
セ
ル
ジ
オ
・
リ
モ
ー
ネ

の
グ
ル
ー
プ
で
は
な
く
、
80
年
か
ら
ア
バ

ル
ト
の
テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務

め
て
い
た
ピ
エ
ル
・
パ
ウ
ロ
・
メ
ッ
ソ
ー

リ
。
そ
の
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
は
０
３

７
を
進
化
さ
せ
る
の
で
は
な
く
「
す
べ
て

を
新
し
く
す
る
」
こ
と
。
メ
ッ
ソ
ー
リ
の

下
で
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
が

パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
開
発
責
任
者
を
務
め
、

84
年
か
ら
は
ア
バ
ル
ト
を
離
れ
た
メ
ッ
ソ

ー
リ
に
代
わ
っ
て
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
が
後
任

の
テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
取
り
仕
切
っ
た
。

　

完
全
新
設
計
の
名
の
と
お
り
、
Ｓ
Ｅ
０

３
８
は
市
販
車
の
モ
ノ
コ
ッ
ク
ボ
デ
ィ
を

ま
っ
た
く
使
用
せ
ず
全
面
パ
イ
プ
フ
レ
ー

ム
を
採
用
。
０
３
７
よ
り
規
定
最
低
重
量

を
落
と
す
た
め
に
あ
え
て
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ

ン
し
た
直
４
エ
ン
ジ
ン
も
専
用
設
計
。
過

給
シ
ス
テ
ム
は
０
３
７
で
採
用
し
た
ス
ー

パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
に
低
回
転
域
を
、
Ｋ

Ｋ
Ｋ
製
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
に
高
回
転

域
を
任
せ
る
〝
ツ
イ
ン
チ
ャ
ー
ジ
〞
方
式

で
、
こ
の
パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
ミ
ッ
ド
シ

ッ
プ
に
配
置
し
、
縦
置
き
の
５
速
ギ
ヤ
ボ

ッ
ク
ス
は
そ
の
前
方
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
突

LANCIA

悲劇で時代を道連れにした未完の怪物

ラリー037に代わるランチアの次期グループＢマシンとして開発がスタートした
“SE038”＝デルタＳ４。その熟成作業は難航したものの、ようやく迎えたWRC初陣では

衝撃のデビューウインを飾る。しかしその後の運命は誰もが予想し難いものだった

DELTA S4
ランチア・デルタS4

1985 RAC
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1コスタ・スメラルダ仕様のデルタ
S4は、まだ模索段階。特に空力パー
ツに関してはホモロゲーション仕様
との違いが大きく、コスタ・スメル
ダ仕様ではフロントにバーチカルス
プリッターを装着する。2リヤスポ
イラーには大きな翼端板がある。3
過給器（ターボチャージャー＋スー
パーチャージャー）の取り回しは、ホ
モロゲ仕様とほとんど変わらない。

き
出
す
か
た
ち
で
搭
載
さ
れ
る
。
ラ
ン
チ

ア
の
ラ
リ
ー
カ
ー
で
は
初
と
な
る
４
Ｗ
Ｄ

シ
ス
テ
ム
は
、
紆
余
曲
折
の
末
、
ビ
ス
カ

ス
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
式
が
採
用
さ
れ
た
。

　

84
年
12
月
に
は
、
初
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
存
在
と
そ
の
名
称
を
デ
ル
タ
Ｓ
４
と

す
る
こ
と
を
公
表
。
た
だ
し
、
そ
こ
か
ら

の
開
発
は
順
調
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
エ

ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
20
台
が
ホ
モ
ロ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
の
は
85
年
11
月
。

デ
ビ
ュ
ー
戦
の
Ｒ
Ａ
Ｃ
ラ
リ
ー
と
86
年
開

幕
戦
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
で
連
勝
を
飾
っ
た
も

の
の
、
そ
の
後
は
ト
ラ
ブ
ル
に
悩
ま
さ
れ

る
こ
と
も
多
く
、
プ
ジ
ョ
ー
と
の
86
年
シ

ー
ズ
ン
の
戦
い
は
コ
ル
シ
カ
で
の
ヘ
ン
リ

・
ト
イ
ボ
ネ
ン
の
悲
劇
も
あ
っ
て
や
や
劣

勢
。
結
局
、
未
完
＆
未
冠
の
ま
ま
、
歴
史

か
ら
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
。

マルク・アレンとヘンリ・トイボ
ネンの２台体制で臨んだデルタS4
のデビュー戦、85年RAC。プジョ
ーとアウディのワークスチームが
全滅したこともありトイボネンが
優勝、アレンも２位という最上の
結果を得た。

プロジェクトの発表後、デルタS4は85年をとおしてテ
ストを重ねた。ホモロゲ取得前の４月のERC戦コスタ・
スメラルダにはコースカーとしてマルク・アレンが出走。

1985 Costa Smeralda

1985 Costa Smeralda

1

2
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LANCIA

DELTA S4

1テスト段階からデルタS4の開発
に苦労してきたアレンは、1-2勝
利を飾ったデビュー戦の85年
RACの段階では「マシンの出来は
まだまだひどかった」と述懐して
いる。2実戦仕様（エボリューシ
ョンモデル）のリヤスポイラーは
より小型で切り立った構造に。3
リヤカウルは037のエボリューシ
ョン２同様に、200台の“ストラ
ダーレ”には存在していた下部を
バッサリと切り取った形状となる。

1985 RAC1

2

3
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ランチア・デルタS4 （1986）

全長×全幅×全高 4000×1800×1360㎜

ホイールベース 2440㎜

トレッド（前／後） 1510／1535㎜

サスペンション（前後とも）ダブルウイッシュボーン

車両重量 960㎏

エンジン型式 アバルト233ATR18S

エンジン形式 直列４気筒DOHC16V＋ターボ＋SC

排気量 1760㏄

最高出力 480ps／8400rpm

タイヤ ピレリ製

S P E C I F I C A T I O N S

185年RAC、序盤の“ミッキーマ
ウス”ステージを、カウルを傷め
ながら疾走するヘンリ・トイボネ
ン。2プジョー、アウディのワー
クス勢が総崩れしたこともあり、デ
ルタS4はデビュー戦を勝利で飾る。
殊勲のトイボネンは一躍、翌86年
のチャンピオン候補と呼ばれるこ
とに。3ランチアが満を持して送
り出した4WDグループＢマシンの
デビュー戦だけあって、注目度は
ピカイチ。ふたりのドライバーは
見事その期待に応えた。 1

2

3
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1市販ブロック流用の037
に対し、デルタS4はエンジ
ンも専用設計。アルミブロ
ックの直４ユニットの開発
指揮を取ったのはクラウデ
ィオ・ロンバルディ。2ヒ
ューランド製の５速ギヤボ
ックスはエンジン前方＝コ
クピット内部に置かれる。

1デルタS4の最大の技術的特徴がターボチャージャー
＋スーパーチャージャーのツイン過給システム。リヤ
カウルを開けてまず目につくふたつのインタークーラ
ーは、左がターボチャージャー用、右がスーパーチャ
ージャー用。上部の冷却器はオイルクーラー。2エア
クリーナー→ターボ→左側インタークーラー→スーパ
ーチャージャー→右側インタークーラー→シリンダー
と空気が流れるツイン過給システム。ハイパワー化と
ターボラグの解消がその目的だった。

1ベータ・モンテカル
ロのモノコックを流用
したラリー037とは対
照的に、デルタS4のボ
ディは完全専用設計。
2ツインダンパーとス
プリングを組み合わせ
た独特のリヤサスペン
ションには037でのノ
ウハウが引き継がれた。

1 2

1 2

1

2
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LANCIA

DELTA S4

12037から受け継がれたダブルウイッシュ
ボーンサスペンション。長大なダンパーユニ
ットで、グラベル戦でも十分なストロークを
確保していた。34複雑なツイン過給のパワ
ーユニットとツインダンパーのサスペンショ
ンを037よりもコンパクトなリヤセクション
に収めたデルタS4。ロンバルディが率いた技
術陣の苦労がしのばれる。

1ターマックではエアベンチレーター付きの
ホイールを採用。後年のグループＡデルタに
も引き継がれたアイデアだ。2ふたつのイン
タークーラーへの冷却風は、ボディサイド後
部に設けられたエアインテークから導かれる。

1 2

3 4

1 2
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LANCIA

DELTA S4

順調にタイトル街道を邁進するか
に見えたが、第２戦スウェーデン
からプジョーが逆襲を開始。７月
の第７戦ニュージーランドでもユ
ハ・カンクネンの後塵を拝し、ラ
ンチアは２～４位に終わる。

デルタS4の本格参戦初陣となった86年の
WRC開幕戦モンテカルロ。トイボネンがプジ
ョーとアウディを真っ向勝負で下し、優勝。

1986 Monte-Carlo

1986 New Zealand
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勝利したモンテ以来、リタイアが続いていたトイボネン。
必勝を期して望んだ５月の第５戦ツール・ド・コルスで
は大量リードを築いていたが、崖下に転落するアクシデ
ンントでコ・ドライバーとともに帰らぬ人となってしま
った。その直後、FISAはグループＢの86年限りの廃止と
グループＳ規定計画のキャンセルを発表する。

熟成を進めるため、ラ
ンチアは４月のERC戦
コスタ・スメラルダに
トイボネンを送り込む。
ライバル不在のなかで
勝利し、これが若武者
最後の栄冠となった。

1986 Tour de Corse

1986 Tour de Corse

1986 Costa Smeralda
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LANCIA

DELTA S4
大混乱となった86年第11戦サンレモ。プジョーにサイド
スカート違反で失格裁定が下り、アレンを筆頭にデルタ
S4が１-２-３フィニッシュ。だがこの結果にプジョーが
提訴し、審判が下ったのはシーズン終了後。サンレモの
結果は無効となり、アレンはタイトルを失った。

トイボネンを失ったランチアはミキ・ビアジオンやミカエル・
エリクソンを積極起用してシーズンを戦う。このニュージーラ
ンドでは２位のアレンに続き、ビアジオン３位、エリクソンが
４位。次戦アルゼンチンではビアジオンが初優勝を達成した。

1986 New Zealand

1986 San Remo
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パオロ＆アレッサンドロのアレッ
サンドリーニ兄弟が率いるARTエ
ンジニアリングは、86年最終戦の
米国オリンパスラリーに参戦。６
位となる。翌年からはデルタS4で
パイクスピークにも挑戦した。

ジョリークラブと並ぶセミワークス格は、
ブラック＆ゴールドの印象的なエッソカ
ラーに彩られたグリフォーネ。チームオ
ーナー兼ドライバーのファブリツィオ・
タバトンは86年、ERCをターゲットに転
戦、見事に王座を射止めた。

ラリー037の時代からランチアのセミワー
クスチームとして活動するジョリークラブ。
デルタS4時代の主戦ドライバー、ダリオ・
チェラートは86年、プジョー205T16を駆
るアンドレア・ザヌッシとの死闘を制し、イ
タリア選手権王座に輝いた。

1986 Costa Smeralda

1986 San Remo

1986 Costa Smeralda

1986 San Remo

1986 Olympus
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グ
ル
ー
プ
Ｂ
前
夜
の
１
９
８
１
年
１
月

に
４
Ｗ
Ｄ
を
搭
載
し
た
グ
ル
ー
プ
４
車
両

「
ク
ワ
ト
ロ
」
を
投
入
し
て
Ｗ
Ｒ
Ｃ
に
セ

ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
た
ア
ウ
デ

ィ
は
、
規
定
移
行
時
の
限
定
措
置
と
し
て

グ
ル
ー
プ
４
と
グ
ル
ー
プ
Ｂ
の
混
走
が
許

さ
れ
た
82
年
に
グ
ル
ー
プ
４
車
両
と
し
て

ク
ワ
ト
ロ
を
走
ら
せ
、
初
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
チ
ャ
ラ
ー
ズ
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
す
る
。　

　

こ
の
82
年
の
仕
様
は
81
年
12
月
に
追
加

公
認
を
受
け
て
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
の

シ
リ
ン
ダ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
や
ケ
ブ
ラ
ー
製
パ

ー
ツ
の
採
用
な
ど
で
約
１
０
０
㎏
を
削
り

取
っ
た
軽
量
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
、
グ
ル
ー
プ

Ｂ
規
定
へ
の
完
全
移
行
年
と
な
っ
た
83
年

に
は
こ
れ
を
ア
ウ
デ
ィ
初
の
グ
ル
ー
プ
Ｂ

車
両
「
ク
ワ
ト
ロ
Ａ
１
」
と
し
て
再
公
認

を
受
け
て
シ
ー
ズ
ン
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

し
か
し
同
年
５
月
に
は
最
大
の
ラ
イ
バ

ル
と
な
っ
た
ラ
ン
チ
ア
・
ラ
リ
ー
０
３
７

に
対
抗
す
る
た
め
、
新
た
に
ク
ワ
ト
ロ
Ａ

２
を
投
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
最
大
の
変

更
点
は
５
気
筒
エ
ン
ジ
ン
の
排
気
量
を
２

１
４
１
㏄
か
ら
２
１
０
９
㏄
へ
と
縮
小
し
、

ひ
と
つ
下
の
３
ℓ
未
満
ク
ラ
ス
（
タ
ー
ボ

係
数
１
・
４
）
の
重
量
規
定
で
戦
え
る
よ

う
に
し
た
こ
と
。
そ
の
ほ
か
電
子
制
御
燃

料
噴
射
シ
ス
テ
ム
の
採
用
や
タ
ー
ボ
の
大

型
化
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
改
良
が
施
さ
れ

た
こ
の
ク
ワ
ト
ロ
Ａ
２
は
、
84
年
も
主
力

と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

新規定で本領を発揮した4WD革命児

Text/Hideki Hiramatsu  Photos/McKLEIN, Getty Images

革新の4WDターボでグループ４最終年の82年に王者となったアウディは翌83年
その仕様をそのままグループＢにコンバートしてランチアと対決。さらには

排気量を変更した軽量バージョンも繰り出して、84年には初の２冠独占を果たした

QUATTRO A1/A2
アウディ・クワトロ A1/A2

1983 Monte-CarloAUDI



1982年にマニュファクチャラーズ王座に輝いたアウディ・クワトロは83年、グループＢのクワト
ロA1として生まれ変わった。その初戦モンテカルロでは一時首位に立つもランチア勢に逆転を許し、
スティグ・ブロンクビストが３位、ハンヌ・ミッコラが４位でまたしてもモンテ制覇はならず。

1983 Monte-Carlo 

1第２戦スウェーデンではミッコラが優勝。80クワトロで出走
した２位のブロンクビスト、クワトロA1のラッセ・ランピとミ
シェル・ムートンが続いた。2第３戦ポルトガルも１-２だった
が、第４戦サファリではオペル・アスコナに先着を許した。

1

2 1

1983 Monte-Carlo 

1983 Safari

1983 Sweden

アウディ・クワトロA1 （1983）

全長×全幅×全高 4404×1733×1344㎜

ホイールベース 2524㎜

トレッド（前／後） 1465／1502㎜

サスペンション（前後とも）マクファーソンストラット

車両重量 1130～1140㎏

エンジン型式 ─

エンジン形式 直列５気筒SOHC10バルブ+ターボ

排気量 2144㏄

最高出力 370ps／6500rpm

タイヤ（前後とも） ミシュラン製

S P E C I F I C A T I O N S
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アウディ・クワトロA2 （1983）

全長×全幅×全高 4404×1733×1344㎜

ホイールベース 2524㎜

トレッド（前／後） 1465／1502㎜

サスペンション（前後とも）マクファーソンストラット

車両重量 1000～1100㎏

エンジン型式 ─

エンジン形式 直列５気筒SOHC10バルブ＋ターボ

排気量 2109㏄

最高出力 360ps／7000rpm

タイヤ（前後とも） ミシュラン製

S P E C I F I C A T I O N S

AUDI

QUATTRO A1/A2

183年第５戦ツール・ド・コルスからは準備
してきたクワトロA2が投入される。だが、当
初はトラブルが相次ぐ。2クワトロA2が真価
を発揮し出したのは後半戦から。ミッコラが
アルゼンチンと1000湖で連勝、最終戦RAC
で２位に入りドライバーズ王座を獲得。

アウディ独特の直列５気筒SOHCターボエンジン。2109
㏄のクワトロA2仕様は、ボッシュの燃料噴射システムや
大径ターボの採用で、排気量の大きいクワトロA1仕様の
エンジンと同等のパワーを確保していた。

1983 RAC

1983 Tour de Corse

1984 Monte-Carlo

2

1
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グループＢクワトロは多くのプライベーターに愛された。183年のERC開幕戦ヤンナー（オーストリア）を制したフランツ・ビットマ
ン。2同年のERC第３戦ブークル・ド・スパ（ベルギー）では、マルク・デュエツが勝利。383年WRC第２戦スウェーデンで３位に
入ってアウディ１～４位独占の一翼を担ったランピ。483年７月のフランス選手権戦ミルピステに参戦し、５位となったジャック・パ
ンチアテイシィのクワトロA2。584年のイギリス選手権ウェルシュにはミッコラが参戦。ワークスとは違うピレリタイヤを履いたA2
で勝利。684年ドイツ選手権ハンスラックを勝利したハラルド・デムート。シュミット・モータースポーツからのエントリーだった。

84年第５戦ツール・ド
・コルスでスポーツ・
クワトロS1を初投入
も熟成半ば。シーズン
のほとんどでクワトロ
A2を主戦とした。モン
テカルロ、スウェーデ
ン、ポルトガルと３連
勝。その後アクロポリ
ス、ニュージーランド、
アルゼンチンと再び３
連勝し、マニュファク
チャラーズ選手権を奪
回。ブロンクビストが
ドライバーズチャンピ
オンに輝いた。

4

1

5 6

2 3

1983 Boucles de Spa

1984 Welsh

1983 Sweden

1985 Hunsruck

1984 Portugal

1984 New Zealand1984 Monte-Carlo

1983 Janner

1983 Mille Pistes
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オ
リ
ジ
ナ
ル
の
〝
ビ
ッ
グ
ク
ワ
ト
ロ
〞

が
大
活
躍
を
見
せ
る
な
か
、
ア
ウ
デ
ィ
は

い
ず
れ
登
場
す
る
で
あ
ろ
う
ラ
イ
バ
ル
の

４
Ｗ
Ｄ
グ
ル
ー
プ
Ｂ
車
両
を
迎
え
撃
つ
た

め
、
次
の
一
手
を
打
つ
。
そ
れ
が
83
年
９

月
に
お
披
露
目
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ワ

ト
ロ
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
ベ
ー
ス
と

し
た
ア
ウ
デ
ィ
初
の
本
格
的
グ
ル
ー
プ
Ｂ

は
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ワ
ト
ロ
Ｓ
１
と
命
名
さ

れ
て
84
年
５
月
に
公
認
を
取
得
。
ラ
リ
ー

用
の
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル（
Ｅ
１
）

が
同
年
第
５
戦
ツ
ー
ル
・
ド
・
コ
ル
ス
で

デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。
だ
が
、
結
果
は
芳

し
く
な
か
っ
た
。
最
大
の
特
徴
は
ホ
イ
ー

ル
ベ
ー
ス
を
ク
ワ
ト
ロ
よ
り
も
３
２
０
㎜

短
い
２
２
０
４
㎜
と
し
た
こ
と
だ
っ
た
が
、

か
え
っ
て
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
は
悪
化
、
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
し
た
エ
ン
ジ
ン
の
ピ
ー
キ
ー
な

特
性
も
災
い
し
、
そ
の
結
果
、
主
戦
は
ク

ワ
ト
ロ
Ａ
２
の
ま
ま
で
ア
ウ
デ
ィ
は
84
年

の
ダ
ブ
ル
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
す
る
。

　

翌
85
年
、
Ｓ
１
Ｅ
１
を
走
ら
せ
る
傍
ら

で
、
技
術
陣
は
次
の
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

モ
デ
ル
開
発
に
着
手
。
巨
大
な
前
後
ス
ポ

イ
ラ
ー
と
前
後
重
量
配
分
改
善
が
図
ら
れ

た
こ
の
Ｓ
１
Ｅ
２
は
第
８
戦
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
で
デ
ビ
ュ
ー
。
第
10
戦
サ
ン
レ
モ
で
は

ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ワ
ト
ロ
Ｓ
１
と
し
て
の
初

勝
利
を
挙
げ
る
も
、
す
で
に
フ
ロ
ン
ト
エ

ン
ジ
ン
車
両
は
時
代
遅
れ
と
な
っ
て
お
り
、

勝
ち
星
は
こ
の
一
戦
の
み
に
終
わ
っ
た
。

AUDI

コンパクト＆過激化でライバルに対峙

Text/Hideki Hiramatsu  Photos/McKLEIN, Getty Images

先駆者のアドバンテージで王座を奪ってきたアウディが、ついにベース車両を変更
84年に送り出したのがショートホイールベースのスポーツ・クワトロＳ１だった

しかし、いまだ市販車の呪縛から逃れられず、苦戦を強いられることになってしまう

SPORT QUATTRO S1
アウディ・スポーツ・クワトロS1

1984 Tour de Corse84年のWRC第５戦ツール・ド・コルス。
バルター・ロールのみが初陣のスポーツ
・クワトロS1を駆ったが、エンジントラ
ブルでリタイアに終わる。
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1984 1000 Lakes

初優勝はランチアとプジョー不在の84年第11戦コート・ジボワール。スティ
グ・ブロンクビストがクワトロA2で出走のミッコラを２位に従えて勝利。

スポーツ・クワトロS1がトラブルで全滅した84年アクロポリス。写真左は
クワトロの推進者だった開発担当重役（当時）のフェルディナント・ピエヒ。

ハンヌ・ミッコラとミシェル・ムートンがスポーツ・クワトロS1を駆った84年1000
湖。ミッコラがステアリングトラブルでリタイア、ムートンはアクシデントに沈む。

DOHC化し、クワトロA2に比べて100馬力
以上もパワーアップしたスポーツ・クワト
ロS1 (E1）の20バルブエンジン。ただそれ
を搭載するボディは市販車ベースが色濃い。

1984 Tour de Corse

1984 Cote d'Ivoire 1984 Acropolis

アウディ・スポーツ・クワトロS1 E1 （1984）

全長×全幅×全高 4160×1790×1344㎜

ホイールベース 2204㎜

トレッド（前／後） 1465／1502㎜

サスペンション（前後とも）マクファーソンストラット

車両重量 1000㎏

エンジン型式 ─

エンジン形式 直列５気筒DOHC20バルブ＋ターボ

排気量 2121㏄

最高出力 510ps／7500rpm

タイヤ（前後とも） ミシュラン製

S P E C I F I C A T I O N S
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ラフグラベルの耐久ラリーでも苦戦が続く。1ミッコラ、ブ
ロンクビストのコンビで臨んだ第４戦サファリではともに
ギヤボックストラブル。2E1（エボリューション１）では
最後のラリーとなったコート・ジボワールでは、マシンの
入れ替え疑惑に憤慨したアウディが撤退を決断した。

プジョーとのガチンコ対決が予想された85年シー
ズン。1開幕戦モンテカルロはバルター・ロール
が首位を争うも、終盤のコースオフが祟って２位。
ブロンクビストも４位と、１＆３位のプジョーに
差をつけられた。2３台を投入した得意の第２戦
スウェーデンでもブロンクビストの２位が最上位。

1ロールの１台のみに絞って参戦した85年の
ツール・ド・コルス。だがSS1開始早々にブ
レーキトラブルが発生し、いきなりの脱落と
なった。2第７戦ニュージーランドでは、ロ
ールが第３戦ポルトガル以来の表彰台を獲得。
ブロンクビストも４位で続いた。そして翌戦
アルゼンチンから待望のE2が登場する。

1985 Cote d'Ivoire

1985 New Zealand

1985 Safari

1985 Tour de Corse

1985 Sweden

1985 Monte-Carlo

2

1

2

2

1

1

AUDI

SPORT QUATTRO S1
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S1 E2のデビュー戦となった85
年第８戦アルゼンチンはブロン
クビストのみの参戦。1大型フ
ロントバンパーを飛ばしたまま
走るそのフロントマスクは、S1 
E1の正統な後継車であることの
証。2ウイングレット付きの大
型リヤウイングに大きく張り出
したフェンダー。リヤ周りのボ
リュームは大きくアップした。

大型空力デバイスやサイドスカートの採用によってダウンフォ
ースは増加。熱交換機をリヤに集中させたことで重量配分も改
善し、85年の1000湖ではブロンクビストが２位に食い込む。

大型のフロントバンパー＆リヤフェンダー＆ウイングで、まっ
たく別物となったスポーツ・クワトロS1 E2。ド迫力のスタイ
ルでグループＢの怪物ぶりを象徴するクルマのひとつとなった。

1985 San Remo

1985 Argentina

1985 1000 Lakes

アウディ・スポーツ・クワトロS1 E2 （1985）

全長×全幅×全高 4240×1860×1422㎜

ホイールベース 2204㎜

トレッド（前／後） 1465／1502㎜

サスペンション（前後とも）マクファーソンストラット

車両重量 1000㎏

エンジン型式 ─

エンジン形式 直列５気筒DOHC20バルブ＋ターボ

排気量 2110㏄

最高出力 550ps／7500rpm

タイヤ（前後とも） ミシュラン製

S P E C I F I C A T I O N S

1

2
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ランチア・デルタS4とMGメトロ6R4が同時デビューした85年最終戦RAC。
ミッコラはエンジントラブル、ロールもアクシデントでリタイアとなり、サ
ンレモ優勝の勢いをつなげられず。この年はマニュファクチャラーズ選手権
２位。ドライバーズ選手権でもブロンクビストの２位が最上位だった。

12またもロールの単独参戦となった85年第10戦サンレモ。S1 E2には前戦1000
湖からトルセン式LSDをベースとした先進的な電子制御のアクティブセンターデ
フが装備され、プジョーやランチアを圧倒。ついに初勝利を挙げる。3ピサのパ
ルクフェルメに置かれたS1 E2を先頭にしたモンスターマシンたち。しかし結果
的にこの１戦がアウディのグループＢ時代最後の栄冠となってしまった。 1985 San Remo

1985 San Remo

1985 San Remo

1985 RAC

1985 RAC

2

3

1
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S1 E2のエンジンは公
称550馬力。だが実際
には常時600馬力以上
を発生していたとされ
る。ターボにはアンチ
ラグシステムも装備、
そのほかにも電子制御
センターデフ採用やギ
ヤシフトにポルシェの
PDKシステムを試験採
用するなど、先進的な
取り組みが多かった。

1ウイングレットが付くリヤウイング。このタイプはグル
ープＢではアウディのみが採用。2空力もS1 E2開発の大
きなテーマ。フロントタイヤには整流のためのホイールカ
バーを装着することも多かった。3シフトレバーにはクラ
ッチを切るための油圧式スイッチが備わっていた。

1先進装備とは対照的に、最後までパイプフレーム化はし
なかったスポーツ・クワトロ。あくまで市販車ベース、とい
うのがアウディのスタンスだった。フロントには分厚いイ
ンタークーラーが置かれる。2エンジン冷却用ラジエター
やトランスミッション用オイルクーラーなどはリヤに配置。

AUDI

SPORT QUATTRO S1

1985 1000 Lakes

1985 Argentina2 1

2

3

1



1ロールと2ミッコラ、ふたりの名手と数々
の先進装備を持ってしても埋められないプジ
ョー205T16およびランチア・デルタS4との
差。モンテカルロで惨敗を喫したアウディは
次世代の規定となるはずだったグループＳに
向け動き出しており、次のスウェーデンは欠
場することになった。

プジョー、ランチア、フォード、MG、シトロエンの新世
代グループＢマシンが勢揃いした86年のWRC開幕戦モン
テカルロ。アウディはS1 E2をミッコラとロールに託した
が優勝争いには加われず、３～４位が精一杯。フロントエ
ンジン方式のグループＢマシンの限界が見え始めていた。

AUDI

SPORT QUATTRO S1

2 1

1986 Monte-Carlo

1986 Monte-Carlo

1986 Monte-Carlo
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第３戦ポルトガルにロールの１台のみでエントリーしてきたアウディ。しかし同タ
イムベストを刻んだSS1で、フォードRS200による観客を巻き込む事故が発生。安
全性が確保できていないとしてすべてのワークスチームは撤退。そしてアウディは
そのまま、グループＢでの活動自体もこのラリー限りでストップすることになる。

短命に終わったこともあり、プライベーターへの放出がほぼ皆無だったスポ
ーツ・クワトロS1。184年のドイツ選手権に出場したロール車もワークス
参戦だった。2ミッコラが駆った86年のイギリス選手権参戦車もワークスカ
ー。3アメリカのジョン・バッハムは、スポーツ・クワトロS1搭乗を許され
た数少ないドライバーのひとり。86年、地元開催のオリンパスで３位入賞。

2

3

1

1986 Welsh

1986 Olympus

1986 Portugal

1984 Stein
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出
場
28
戦
で
16
勝
。
１
９
８
５
年
と
86

年
に
は
ダ
ブ
ル
タ
イ
ト
ル
を
独
占
。
プ
ジ

ョ
ー
２
０
５
Ｔ
16
が
グ
ル
ー
プ
Ｂ
最
強
の

存
在
な
こ
と
は
こ
の
数
字
が
物
語
る
。

　

Ｗ
Ｒ
Ｃ
で
の
初
陣
は
84
年
第
５
戦
の
ツ

ー
ル
・
ド
・
コ
ル
ス
。
ラ
ン
チ
ア
・
ラ
リ

ー
０
３
７
が
最
後
の
勝
利
を
記
録
し
、
ア

ウ
デ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ワ
ト
ロ
Ｓ
１
も

初
登
場
し
た
こ
の
一
戦
で
、
ア
リ
・
バ
タ

ネ
ン
が
駆
る
２
０
５
Ｔ
16
は
、
圧
倒
的
な

ス
ピ
ー
ド
を
披
露
し
た
。
結
果
的
に
は
コ

ー
ス
ア
ウ
ト
に
よ
っ
て
デ
ビ
ュ
ー
ウ
イ
ン

は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
３
戦
目
の
１
０
０

０
湖
か
ら
翌
85
年
の
第
３
戦
ポ
ル
ト
ガ
ル

ま
で
６
連
勝
を
記
録
。
０
３
７
と
ク
ワ
ト

ロ
を
一
瞬
の
う
ち
に
時
代
遅
れ
に
し
た
。

　

勝
利
の
カ
ギ
は
プ
ジ
ョ
ー
が
命
運
を
賭

け
た
コ
ン
パ
ク
ト
ハ
ッ
チ
、
２
０
５
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
ボ
デ
ィ
に
直
４

エ
ン
ジ
ン
、
Ｘ
Ｕ
８
Ｔ
と
５
速
ギ
ヤ
ボ
ッ

ク
ス
の
〝
ユ
ニ
ッ
ト
〞
を
ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ

に
横
置
き
す
る
そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
だ
。

ア
イ
デ
ア
の
源
泉
は
ジ
ャ
ン
・
ト
ッ
ド
。

タ
ル
ボ
・
ス
ポ
ー
ル
の
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー

兼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た

ば
か
り
の
ク
ワ
ト
ロ
と
対
峙
し
て
い
た
ト

ッ
ド
は
81
年
９
月
の
プ
ジ
ョ
ー
の
Ｗ
Ｒ
Ｃ

本
格
参
戦
発
表
に
併
せ
て
新
生
プ
ジ
ョ
ー

・
タ
ル
ボ
・
ス
ポ
ー
ル
の
チ
ー
ム
代
表
に

就
任
。
ク
ワ
ト
ロ
を
超
え
る
４
Ｗ
Ｄ
ラ
リ

ー
カ
ー
を
目
指
し
、
そ
れ
ま
で
旧
プ
ジ
ョ

PEUGEOT

「いいとこ取り」で盤石、最速最強の成功車

Text/Hideki Hiramatsu  Photos/McKLEIN, Getty Images, SAN-EI

グループB規定下のWRCに参戦したメーカーのなかでは後発組となったプジョー
205は先行する成功車たちの機構に範を採りつつ、独自の技術を加えて磨かれた
結果、彼らは２年連続ダブルタイトル獲得という偉業を成して歴史に名を刻んだ

205T16 E1/E2
プジョー205T16 E1/E2

1986 Tour de Corse
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1コンパクトハッチバ
ックの前後に大きなス
ポイラーやウイングを
設けた姿は現代の
Rally1車両にも受け継
がれるもの。283年秋、
完成したシャシーをフ
ァクトリーで剛性解析。

185年、本格参戦前にプジョー・タルボ・スポールの
ファクトリーで記念撮影。中央は指揮官ジャン・トッ
ド。2前年テスト参戦を経て、ホモロゲ取得後初ラリ
ーとなって現れた84年コルス。大注目のなか快走した
が、アリ・バタネンは崖から転落して負傷してしまう。 ー

の
競
技
部
門
が
進
め
て
い
た
Ｆ
Ｒ
グ
ル

ー
プ
Ｂ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
破
棄
し
、
プ
ジ

ョ
ー
本
体
の
Ｒ
＆
Ｄ
部
門
と
と
も
に
ス
ペ

ッ
ク
を
練
り
上
げ
た
。
こ
の
ホ
モ
ロ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
ベ
ー
ス
に
20
台
の
エ
ボ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
開
発
が
プ
ジ
ョ

ー
・
タ
ル
ボ
・
ス
ポ
ー
ル
の
ジ
ャ
ン
－
ク

ロ
ー
ド
・
ボ
カ
ー
ル
（
シ
ャ
シ
ー
）、
ジ

ャ
ン
‐
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ー
デ
ィ
（
エ
ン
ジ

ン
）、
ア
ン
ド
レ
・
デ
・
コ
ル
タ
ン
ツ（
テ

ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
と
い
う
錚
々

た
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

彼
ら
の
手
に
よ
っ
て
デ
ビ
ュ
ー
１
年
後
に

は
新
型
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｅ
２
）
も

登
場
し
順
当
に
連
覇
。
グ
ル
ー
プ
Ｂ
が
突

然
の
終
焉
を
迎
え
た
後
は
Ｗ
Ｒ
Ｃ
時
代
に

唯
一
勝
て
な
か
っ
た
ア
フ
リ
カ
（
パ
リ
ダ

カ
）
に
舞
台
を
移
し
、
新
た
な
伝
説
を
築

い
た
。

1

2

1984 Tour de Corse

1

2
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PEUGEOT

205T16 E1/E2 後年「エボ１」「E1」と呼ばれるようになる
初期型のリヤエンド。ルーフからエアを導く
ジャバラホースが目を引くが、のちに登場し
たE2とはフレーム構造からして異なる。

プジョーとしては当然初となる横置
きミッドシップ4WDのシャシーだが、
市販車的エクステリアと両立してみ
せたパッケージングは相当に優秀。
燃料タンクはシート下に設置。

84年サファリ前に実施したテスト時の写真でカ
ウルレス状態のボディフレーム構造を見る。エ
ンジンは助手席側に寄せられ、左右にはトラッ
クの荷台かのような太いビームが伸びる。

205T16はナンバーを取得しストリート仕様も作
られ市販、日本でも複数台の上陸が確認されてい
る。当然ラリーカーよりはマイルドだが、通常の
GTIと同じなのは「顔とコクピットだけ」の別物。

1985 Tour de Corse

1985 Monte-Carlo



プジョー205T16（1984） E2（1986）

全長×全幅×全高 3825×1674×1410㎜ 3825×1680×1405㎜

ホイールベース 2540㎜ 2475㎜

トレッド（前／後） 1400／1400㎜以上 ←

サスペンション（前後とも）ダブルウイッシュボーン ←

車両重量 890㎏ ←

エンジン型式 XU8T ←

エンジン形式 直列４気筒DOHC16V+ターボ←

排気量 1774.6㏄ ←

最高出力 320～350ps／7500rpm 450bhp／8000rpm

タイヤ ミシュラン製 ←

S P E C I F I C A T I O N S

785年のコルス戦でエボ２（E2）が１台だ
け投入され、ブルーノ・サビー（中央）に託
された。フロントバンパー下のカナード以外
に見た目の差は感じられないが、中身は別物。

8地元の1000湖ラリー、バタネンは単独エン
トリーながらアウディのアレンを抜き去って
優勝。３戦目でプジョーに初優勝を献上した。

フル参戦シーズン初戦
の85年モンテカルロ。
ボンネット裏側の構造
とフロントセクション
の様子がわかる。市販
車でエンジンが収まる
場所にはスペアタイヤ
が寝かせて置かれる。

1984 1000 Lakes

1985 Monte-Carlo
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14E2登場時のサビー車。ウォータースプラッシュ対策の名目で付加されたフ
ロントカナードはまだ縁に段差がない形状。リヤウイングはステーの高さで角
度調整が可能。2ルーフから伸びたフレームがリヤサスの突頂に直結する構造
となったE2。3傾けて搭載されるエンジン。ターボはギャレット製に変更。

1986 Acropolis

1986 Acropolis

1

2

3

1985 Tour de Corse

1986 Acropolis



投入２年目／最終シーズンを戦ったE2は競技車両と
してE1から確実に進化し、フロアなどE1でわずか
に残っていたベース車との共通点はさらに減少。よ
りスパルタンでピュアなラリーカーとなった。

E2のリヤエンド。前ページ
のE1と比べ吸気レイアウト
が変わっていること、タイ
ヤハウスおよびディフュー
ザーに複合素材が使われ軽
量化が進んだこと、パイプ
フレームの構造が刷新して
いることが読み取れる。

ドライバーズタイトル
争いを左右する大騒動
に発展したサイドスカ
ート（最終レグ前に突
然の失格裁定、のちに
FISAが取り消し無効
ラリーとなったことで
王者はランチアのアレ
ンからカンクネンに変
更）と、そこを指差す
テクニカルディレクタ
ーのデ・コルタンツ。1986 San Remo

1986 RAC

1985 Tour de Corse

4

PEUGEOT

205T16 E1/E2

1986 Acropolis



PEUGEOT

205T16 E1/E2

第２戦スウェディッシュも制して開
幕２連勝となったE1とバタネン。５
分以上のギャップで勝った前戦に続
く独走劇で、SS2からずっとタイム
シートの首位をキープした。

続く第３戦ポルトガルではバタネン
がパンクとエンジントラブルでリタ
イアしたものの僚友サロネンが奮起
しブロンクビストのアウディを退け
優勝。プジョーでの自身初勝利だ。

アニマルガードとルー
フキャリアが勇ましい
サファリ仕様（ボンネ
ット内に燃料タンクを
増設したための措置）。
最強だった205T16だ
が、しかしサファリだ
けは勝てずじまい。

1985 Sweden

1985 Portugal

1985 Safari
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E2登場後、E1は欧州各国のサテライトチー
ムに供給されワークス外の選手らが少なくな
い出走機会を得ている。写真は非選手権戦の
ミルピステを走るジャン-ピエール・バレエ車。

プジョー・タルボ・ドイチェラントはアウデ
ィで勇名を轟かせた女傑ミシェル・ムートン
を起用。モンテ以後も西ドイツ選手権を走り、
制覇。彼女はこの年を最後に引退を決めた。

そして登場したE2。85年５月１日に公認を取
得し、ここコルシカに１台を投入した。ランチ
アの撤退で余裕の勝利と思われたが、快走する
ルノーのラニョッティを追い切れず２位。

1985 Tour de Corse

1986 Mille Pistes

1986 Monte-Carlo
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PEUGEOT

205T16 E1/E2

車高を下げたターマッ
ク仕様のスタイルが目
を引くコルス戦。WRC
史を揺るがす大事故が
起きた一戦だが、ラン
チアの撤退後、トップ
でゴールし自身初優勝
を飾ったのは５号車の
サビーだった。

王者として臨む３年目、86年はしかし開幕戦ではヘンリ・トイボネ
ン駆る宿敵ランチア・デルタS4に独走を許してしまいティモ・サロ
ネンの２位が精一杯だった。ハンヌ・ミッコラの６号車が３位、４
号車にトヨタから新鋭ユハ・カンクネンが加わり５位となった。

1986 Monte-Carlo

1986 Tour de Corse
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1後味のよくない決定劇だったが、結果的に205T16は２年半で16勝を挙げ２
年連続でダブルタイトルを獲得した。だが翌年からの新規定をめぐる動きに辟
易、グループB終焉と同時に撤退し新天地をパリダカとパイクスに求めた（詳
細はP62）。2E2はその後、欧州ラリークロス選手権でもその姿が見られた。

同じくコルスでの陣営カット。スピードラインのフィン型ホイール
と外縁が立った形状になったフロントカナードが見て取れる。なお
２号車サロネンと５号車サビーの後方にいる10号車はこれがWRC
引退戦となったミシェル・ムートン車だ（結果はリタイア）。

前戦サンレモでの失格騒動が決着せぬまま迎えた第12戦
RACラリー。サロネンが制したが、カンクネンは３位で
ライバルのアレンが１ポイント差でシリーズトップに。

1986 Tour de Corse

1986 RAC

1

2
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オ
ー
ス
チ
ン
・
ロ
ー
バ
ー
（
Ａ
Ｒ
Ｇ
）

が
目
指
し
た
の
は
１
９
６
０
年
代
に
ラ
リ

ー
で
活
躍
し
た
ミ
ニ
の
再
来
だ
っ
た
。

　

Ａ
Ｒ
Ｇ
内
で
グ
ル
ー
プ
Ｂ
計
画
が
ス
タ

ー
ト
し
た
の
は
１
９
８
１
年
。
し
か
し
Ｍ

Ｇ
ブ
ラ
ン
ド
で
の
Ｗ
Ｒ
Ｃ
参
戦
発
表
は
84

年
２
月
ま
で
ズ
レ
込
み
、
よ
う
や
く
ホ
モ

ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
取
得
し
た
の
は
さ
ら
に

２
年
近
く
後
の
85
年
11
月
だ
っ
た
。
主
に

本
社
承
認
お
よ
び
参
戦
資
金
確
保
の
困
難

を
原
因
と
す
る
こ
の
牛
歩
ぶ
り
が
、
メ
ト

ロ
６
Ｒ
４
の
命
運
を
決
め
た
。

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
は
意
欲
的
だ
っ
た
。

当
初
の
計
画
は
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ジ
ン
（
ホ

ン
ダ
製
Ｖ
６
を
予
定
）
＋
リ
ヤ
駆
動
、
リ

ヤ
ト
ラ
ン
ス
ア
ク
ス
ル
と
常
識
的
な
も
の

だ
っ
た
が
、
そ
の
後
Ａ
Ｒ
Ｇ
と
共
同
開
発

を
担
っ
た
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
グ
ラ
ン
プ
リ

・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
パ
ト
リ
ッ
ク
・

ヘ
ッ
ド
が
、
時
代
に
先
駆
け
て
縦
置
き
ミ

ッ
ド
シ
ッ
プ
＋
４
Ｗ
Ｄ
を
提
案
。
エ
ン
ジ

ン
は
紆
余
曲
折
の
末
、
Ａ
Ｒ
Ｇ
の
モ
ー
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
部
門
が
３
ℓ
Ｎ
Ａ
・
Ｖ
６
を

専
用
設
計
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

だ
が
、
技
術
的
に
は
こ
の
Ｖ
64
Ｖ
型
エ

ン
ジ
ン
が
メ
ト
ロ
６
Ｒ
４
の
大
き
な
足
枷

に
。
初
陣
の
85
年
最
終
戦
Ｒ
Ａ
Ｃ
こ
そ
３

位
と
い
う
好
結
果
で
終
え
た
も
の
の
、
そ

の
後
は
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
。
問

題
が
解
決
し
な
い
ま
ま
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
終

焉
の
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
だ
。

MG

独特なスタイルと意欲的なパッケージング

Text/Hideki Hiramatsu   Photos/Masaru Hirata, Getty Images, McKLEIN, Austin Rover

オースチン・ローバーグループは、メトロを名乗るコンパクトカーをベースに
新開発3ℓV6エンジンをミッドシップに搭載した4WDマシンを開発、投入した
そうして公開されたマシンは市販車のメトロとは似ても似つかぬスタイルと

F1チームと共同開発というトピックが注目を集めた

METRO 6R4
MGメトロ6R4

1986 RAC



049

186年RACに出場するマルコム・ウイルソン／ナイジェル・ハ
リスのメトロ6R4。282年２月に完成したプロトタイプを前に
撮影された一枚。茶色のコートを着ているのがオースチン・ロ
ーバーのモータースポーツ担当責任者ジョン・ダベンポート。ペ
ンティ・アイリッカラやアキム・バルンボルトのコ・ドライバ
ーとしても知られた。その隣には共通のスポンサーを介して開
発に関与したウイリアムズF1チームのフランク・ウイリアムズ
とパトリック・ヘッドが並んでいる。

派手なウォータースプラッシュを上げる、86年RAC
での14号車。デイビッド・リーベリン／フィル・シ
ョート組は９位でフィニッシュした。

1

リヤミッドシップに高出力エンジンを搭載する
4WDという車両レイアウトはランチア・デルタ
S4やプジョー205T16、フォードRS200などグ
ループBラリーカーの定番な手法に沿ったもの。

2

1986 RAC

1986 Sweden
スノーイベントのスウ
ェーデン戦、大会本部
のホテル前に展示され
たウイルソン車。フロ
ントスポイラー両端の
外側にマッドフラップ
の素材で作られた雪の
跳ね防止対策が追加で
施されている。

MGメトロ6R4（1985）

全長×全幅×全高 3657×1860×──㎜

ホイールベース 2412㎜

トレッド（前／後） 1510／1550㎜

サスペンション（前後とも）マクファーソンストラット

車両重量 980㎏以上

エンジン型式 V64V

エンジン形式 V型６気筒DOHC

排気量 2991㏄

最高出力 425ps／8500rpm

タイヤ ミシュラン製

S P E C I F I C A T I O N S
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リヤミッドに縦置きで
搭載されたV64V型３
ℓV６エンジン。写真
は吸気管やエアクリー
ナーが未装着状態だ。
リヤゲートはバンパー
一体型で、テレスコピ
ックで大きく開口する。
またリヤ左右のクォー
ターウインドウはヒン
ジによって外側へ開き、
整備性の向上に貢献。

ドライバー正面にメーター類は置かれず、タコメーターは助手席側にドライバーへ
向けて置かれている。ドアポケットにはインカム用のヘッドセット。コ・ドライバ
ー側に速度計や電圧計、水温計とラリーコンピューターが取り付けられている。

1ワークスカーはルーフとウイング部分が
アルミ製、ボディの外側はドアのスチール
部分を除いてプラスチック樹脂製で構成さ
れていた。2フロント部分に収納されるの
はスペアタイヤ。素材むき出しのボンネッ
トの裏側からはケブラーコンポジットで作
られていることが見てとれる。

駆動系とエンジンの構成が分かる
イラスト。シフトリンケージとト
ランスミッションケース、前方へ
延びるドライブシャフトだ。

V64V単体の構造
図。4バルブのベ
ルトドライブだ。

1

2
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#9 ロジャー・クラーク／ジョン・ロビンソン

#17 ハリ・トイボネン／セドリック・レデ

＃12 ディディエ・オリオール／ベルナール・オチェッリ

#15 ジミー・マクレー／イアン・グリンドロッド

#19 マルク・デュエツ／ウイリー・ルクス

＃9 トニー・ティーズデイル／グレッグ・ホーン

＃7　パー・エクルンド／デイブ・ウィトック

MGメトロ6R4はワークスだけではなく、ベテランド
ライバーや気鋭の若手がトップカテゴリーヘ挑戦する
ためにステアリングを握るマシンとしても愛された。

MGメトロ6R4で参戦した
主なドライバー

MG

METRO 6R4

1986 RAC

1986 Sweden1986 Tour De Corse

1986 New Zealand1986 1000 Lakes

1986 RAC1987 Manx
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グ
ル
ー
プ
Ｂ
の
時
代
、
オ
ペ
ル
の
ラ
リ

ー
活
動
は
最
初
か
ら
つ
ま
ず
い
て
い
た
。

１
９
８
３
年
用
に
開
発
し
て
い
た
新
車
、

マ
ン
タ
４
０
０
が
開
幕
戦
に
間
に
合
わ
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
の
だ
。
そ
の
た
め
彼

ら
は
82
年
10
月
に
、
前
年
ま
で
の
主
戦
ア

ス
コ
ナ
４
０
０
を
グ
ル
ー
プ
Ｂ
に
登
録
す

る
。
ア
ス
コ
ナ
４
０
０
は
Ｆ
２
用
に
コ
ス

ワ
ー
ス
で
開
発
し
た
オ
ペ
ル
２
・
４
ℓ
自

然
吸
気
Ｄ
Ｏ
Ｈ
Ｃ
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
す
る

グ
ル
ー
プ
４
規
定
の
Ｆ
Ｒ
マ
シ
ン
で
、
82

年
に
は
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
や
コ
ー
ト
・
ジ
ボ

ワ
ー
ル
で
優
勝
、
バ
ル
タ
ー
・
ロ
ー
ル
が

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

83
年
３
月
に
マ
ン
タ
４
０
０
の
公
認
が

取
得
で
き
る
と
ツ
ー
ル･

ド･

コ
ル
ス
に

投
入
。
し
か
し
結
果
は
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ

ル
に
よ
っ
て
リ
タ
イ
ア
で
あ
っ
た
。
エ
ン

ジ
ン
や
駆
動
系
は
ア
ス
コ
ナ
か
ら
流
用
で

き
た
も
の
の
、
ラ
イ
バ
ル
の
タ
ー
ボ
４
Ｗ

Ｄ
マ
シ
ン
た
ち
は
そ
の
先
を
行
っ
て
い
た
。

　

マ
ン
タ
４
０
０
は
Ｗ
Ｒ
Ｃ
だ
け
で
な
く

83
年
の
英
国
選
手
権
に
も
参
戦
。
第
４
戦

か
ら
ジ
ミ
ー
・
マ
ク
レ
ー
が
出
場
し
２
位

と
い
う
結
果
を
残
す
。
ま
た
最
終
戦
マ
ン

ク
ス
ラ
リ
ー
で
は
ヘ
ン
リ
・
ト
イ
ボ
ネ
ン

と
ア
リ
・
バ
タ
ネ
ン
が
１
‐
２
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
を
達
成
し
た
ほ
か
翌
年
サ
フ
ァ
リ
で

ラ
ウ
ノ
・
ア
ル
ト
ー
ネ
ン
が
２
位
を
得
た
。

し
か
し
戦
闘
力
は
依
然
と
し
て
低
く
、
チ

ー
ム
は
85
年
限
り
で
活
動
を
休
止
し
た
。

OPEL

成功から一転、つまずいた新型車

Text/Toshiya Hasegawa  Photos/McKLEIN

ドイツ車ながらGMグループに属するオペルは、世界各国でラリー活動を展開した
1982年にはアスコナ400でドライバーズタイトルを獲得するなど実績も十分だ
しかしグループB規定用のニューカー、マンタ400はデビュー後も非力で不発
高出力ターボエンジンや4WDを持たないオペルは、終始苦戦を強いられた

ASCONA400 & MANTA400
オペル・アスコナ400 & オペル・マンタ400

1983 Acropolis



183年ツール・ド・コルスに出場したマンタ400（ギ
・フレクラン／ジャン-フランソワ・フォシュ）はSS5
でエンジントラブルによりリタイア。284年の英国選
手権マンクスラリーに出場したマンタ400（ジミー・
マクレー／マイク・ニコルソン）。マクレーは81～85
年にオペルワークスドライバーとしてアスコナ＆マン
タをドライブ。84年はマンタ400で英国チャンピオン
となった。382年よりボクスホールチームから出場し
ていたラッセル・ブルックスは84年、マンタ400で英
国選手権に出場。85年には同チャンピオンに輝いた。

83年アクロポリスに出場したオ
ペルワークス。ドライバーはバ
タネン、トイボネン、マクレー
という錚々たる面々。結果はバ
タネンの４位が最高位だった。

85年に登場した、ADVANカラーのマンタ400（フ
ィル・コリンズ／ロジャー・フリーマン）。この一戦
にマンタ400は６台出場もマクレーの６位が最上位。

12

3

12

1983 Tour de Corse1984 Manx

1985 RAC

1985 RAC

1982 Monte-Carlo
OPEL ASCONA 400

1983 Safari

182年のRACよりオペルワークスに加入したバタネンは83年、サファリラリーで優勝。2ロールはアスコナ
400で82年モンテカルロラリーに出場し優勝。同年は２勝したほか上位に６度入賞しチャンピオンを獲得。

オペル・アスコナ400（1983） オペル・マンタ400（1983）

全長×全幅×全高 4320×1664×1360㎜ 4475×1770×1320㎜

ホイールベース 2518㎜ ←

トレッド（前／後） 1387／1375㎜以上 1384／1375㎜

サスペンション（前後とも）ダブルウイッシュボーン／５リンク ←

車両重量 1050㎏以上 980㎏以上

エンジン型式 400IA/KAA ←

エンジン形式 直列４気筒DOHC ←

排気量 2420㏄ ←

最高出力 274ps／7200rpm 280ps／7200rpm

タイヤ ミシュラン製 ←

S P E C I F I C A T I O N S
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グ
ル
ー
プ
Ｂ
黎
明
期
に
は
グ
ル
ー
プ
４

か
ら
コ
ン
バ
ー
ト
さ
れ
た
車
両
が
存
在
す

る
が
、
１
９
８
０
年
秋
の
ツ
ー
ル
・
ド
・

コ
ル
ス
で
Ｗ
Ｒ
Ｃ
デ
ビ
ュ
ー
し
２
戦
目
の

81
年
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
で
初
勝
利
、
82
年
５

月
の
ツ
ー
ル
・
ド
・
コ
ル
ス
で
２
勝
目
を

挙
げ
た
ル
ノ
ー
５
タ
ー
ボ
も
そ
の
一
台
だ
。

　

グ
ル
ー
プ
Ｂ
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
は
83

年
の
開
幕
戦
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
。
グ
ル
ー
プ

４
仕
様
は
〝
セ
ベ
ン
ヌ
〞、
グ
ル
ー
プ
Ｂ

仕
様
は
〝
ツ
ー
ル
・
ド
・
コ
ル
ス
〞
と
い

う
愛
称
を
持
つ
が
、
エ
ン
ジ
ン
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
技
術
進
歩
に
よ
っ
て

パ
ワ
ー
が
向
上
し
た
こ
と
を
除
け
ば
大
き

な
違
い
は
な
い
。
85
年
に
は
こ
の
２
台
と

は
違
う
モ
デ
ル
か
ら
２
０
０
台
の
グ
ル
ー

プ
Ｂ
公
認
モ
デ
ル
を
作
り
上
げ
、
20
台
の

エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
マ
キ
シ
５

タ
ー
ボ
と
し
て
公
認
。
再
び
ツ
ー
ル
・
ド

・
コ
ル
ス
を
制
し
て
い
る
。

　

輝
か
し
い
実
績
と
と
も
に
意
義
深
い
の

は
、
こ
の
ク
ル
マ
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
ボ
デ

ィ
に
エ
ン
ジ
ン
と
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
を
ミ
ッ

ド
シ
ッ
プ
に
積
み
、
そ
こ
に
市
販
車
の
イ

メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
ボ
デ
ィ
を
被
せ
る
と

い
う
、
後
年
の
グ
ル
ー
プ
Ｂ
手
法
を
先
取

り
し
て
い
た
こ
と
。
し
か
も
そ
の
活
動
を
、

Ｆ
１
で
多
忙
な
ル
ノ
ー
ス
ポ
ー
ル
の
本
部

ビ
リ
ー
・
シ
ャ
テ
ィ
ヨ
ン
か
ら
、
ア
ン
ト

ニ
ー
の
小
さ
な
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
追
わ
れ

る
な
か
で
成
し
遂
げ
た
の
だ
。

RENAULT

後年の手法を先取りしていた先駆者

Text/Hideki Hiramatsu  Photos/McKLEIN

F1にターボエンジンを投入したルノーは
ベストセラー車「5」のイメージをもつ高性能ラリーカーを計画
ターボエンジンをミッドシップに積む５ターボを生み出し

最速のライバル、同郷プジョーに土をつける殊勲の勝利を挙げた

5TURBO & MAXI 5TURBO
ルノー5ターボ & ルノー・マキシ５ターボ

1985 Tour de Corse



1981 Monte-Carlo

055

83年モンテカルロに出場したグループBの５ターボ（ラ
ニョッティ／ジャン-マルク・アンドルエ）は優勝した
81年の再来とならず。２輪駆動のランチア・ラリー
037の前に涙を飲む（下のエンジン写真は81年モンテ
カルロ、グループ４時代のもの）。

マキシ5ターボになると排気量を1.5ℓにまで拡大して、
350馬力ものパワーを発生。これもルノーF1ターボ制
御技術を転用した結果で、ボッシュ電子制御／クーゲ
ルフィッシャー機械式燃料噴射が採用されていた。ま
た後年WRCで話題になったアンチラグシステムが、す
でに使われていた。

205T16を抑えて優勝したジャン・ラニ
ョッティ／ピエール・ティモニエール組
のマキシ５ターボ。ラニョッティはルノ
ーの車両開発にも携わる名手で、後年グ
ループAやF2キットカーの時代にもルノ
ーのマシンでラリーに出場した。1983 Monte-Carlo

1986 Tour de Corse

RENAULT 5 TURBO

RENAULT MAXI 5 TURBO

1986 Tour de Corse

ディディエ・オリオールは83年よりルノー５ターボをドライブ。33エ
クスポート（ビール）のスポンサードで85年からはマキシ５ターボで
WRCとフランス国内選手権に出場。マキシでのWRC参戦はこのツー
ル・ド・コルスが唯一だが、結果は電気系トラブルでリタイアだった。

ルノー５ターボ（1983） ルノー・マキシ５ターボ（1985）

全長×全幅×全高 3664×1760×1320㎜ 3700×1769×1320㎜

ホイールベース 2430㎜ ←

トレッド（前／後） 1346／1474㎜ 1390／1490㎜

サスペンション（前後とも）ダブルウイッシュボーン ←

車両重量 900㎏以上 ←

エンジン型式 C6K C7K

エンジン形式 直列４気筒OHV＋ターボ ←

排気量 1397㏄ 1527㏄

最高出力 300ps／7000rpm 350ps／6500rpm

タイヤ ミシュラン製 ←

S P E C I F I C A T I O N S
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Ｒ
Ｓ
２
０
０
ほ
ど
悲
劇
的
な
ク
ル
マ
は

な
い
。
Ｗ
Ｒ
Ｃ
デ
ビ
ュ
ー
が
規
定
最
終
年

と
な
る
１
９
８
６
年
で
、
参
戦
は
わ
ず
か

４
戦
。
う
ち
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
Ｓ
Ｓ
１
で

観
客
に
死
傷
者
を
出
す
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を

起
こ
し
、
早
々
に
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
。
そ
の
影
響
で
２
戦
を
ス
キ
ッ
プ
し
て

い
る
間
に
、
コ
ル
シ
カ
の
悲
劇
に
よ
り
グ

ル
ー
プ
Ｂ
終
焉
も
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
ラ
リ
ー
の
名
門
フ
ォ
ー
ド
が

グ
ル
ー
プ
Ｂ
に
出
遅
れ
た
の
は
、
他
の
同

時
代
ラ
イ
バ
ル
と
同
じ
く
〝
ク
ワ
ト
ロ
・

シ
ョ
ッ
ク
〞
が
あ
っ
た
た
め
だ
。
フ
ォ
ー

ド
は
Ｆ
Ｒ
方
式
の
Ｒ
Ｓ
１
７
０
０
Ｔ
を
推

進
、
完
成
状
態
に
あ
っ
た
が
未
来
が
な
い

と
判
断
さ
れ
、
83
年
３
月
に
中
止
と
な
る
。

替
わ
っ
て
83
年
半
ば
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、

市
販
車
と
は
何
の
つ
な
が
り
も
な
い
ボ
デ

ィ
に
直
４
タ
ー
ボ
を
ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
に
縦

置
き
し
て
フ
ロ
ン
ト
に
ト
ラ
ン
ス
ミ
シ
ョ

ン
を
配
す
る
逆
ト
ラ
ン
ス
ア
ク
ス
ル
方
式

を
も
つ
Ｒ
Ｓ
２
０
０
の
開
発
だ
っ
た
。

　

だ
が
ホ
モ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
作
業
は
遅
れ

に
遅
れ
、
そ
の
結
果
、
Ｒ
Ｓ
２
０
０
は
前

述
の
よ
う
に
わ
ず
か
な
参
戦
数
に
留
ま
っ

た
。
最
終
的
に
４
５
０
馬
力
近
く
ま
で
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
エ
ン
ジ
ン
や
長
い
ホ
イ

ー
ル
ベ
ー
ス
を
可
能
に
す
る
ツ
イ
ン
ダ
ン

パ
ー
＆
ス
プ
リ
ン
グ
な
ど
、
注
目
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
磨
か

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

FORD

公認遅れが響いた悲劇のワークスマシン

Text/Hideki Hiramatsu  Photos/Masaru Hirata, McKLEIN, Ford

フォードがグループBに向けて開発していたエスコートRS1700Tは
ライバルがターボ4WDを投入してきたことで開発中止となった
替わって開発が始まったのが全面新設計のブランニューマシン
流麗コンパクトなボディをもつターボ4WDのRS200であった

RS200
フォードRS200

1986 Acropolis



1RS200の前にグループBとして計画さ
れていたエスコートRS1700T。この時開
発されたエンジンなどはRS200に転用さ
れた。2英国スタッフォードシャー州シ
ェンストンの工場で生産されるRS200。
200台の完成後はFISAの査察を待ち、公
認取得へ。しかし開幕戦には間に合わず。

SS17まではグルンデルとともに総合1-2番手を走行していたブロン
クビストの２号車だったが、SS18でアクシデントからリタイア。グ
ルンデルも結局トラブルからリタイアと、幸運は長く続かなかった。

RS200のデビュー戦は
86年スウェーデン。カッ
レ・グルンデル／ベニー
・メランダーが3位と幸
先のいいスタートだった。

ロードカーの透視図。サスペンションのダンパーが片側２本であることや、ルーフに
置かれたインタークーラーの取り回し、エンジンの搭載状況などが分かる。

RS200の駆動系を示した図。フロ
ントにトランスミッションケース
が置かれ、重量配分改善に貢献。

86年アクロポリスに出場
したRS200。前戦の極寒
スウェーデンから初夏の
ギリシャへ向け熱対策を
施して出場したが、２台
ともトラブルに泣いた。

12

1986 Acropolis

1986 Swdish

フォードRS200（1986）

全長×全幅×全高 4000×1764×1321㎜

ホイールベース 2530㎜

トレッド（前／後） 1502／1497㎜

サスペンション（前後とも）ダブルウイッシュボーン

車両重量 1050㎏以上

エンジン型式 BDT

エンジン形式 直列４気筒DOHC16バルブ＋ターボ

排気量 1804㏄

最高出力 426ps／7500rpm

タイヤ ミシュラン製

S P E C I F I C A T I O N S
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ナイトステージ用にフロントカウルへ取り付けられた追加
ライトポッド。中央の２灯がスポット、左右外側のライト
はフォグのようだ。２号車のブロンクビストはSS27でリ
タイアしてしまったが、６号車のグルンデルはRS200にと
っての最終戦となったRACを５位でフィニッシュした。

1リヤにゴムバンドで積載された２本の角スコップは、雪のスウェーデンならではの装備。雪でスタ
ックした時にマシンを掘り出すもの。2フロントセクションに置かれるバッテリー、２本のダンパー、
サスペンションアームの状態が分かる。386年WRC第２戦スウェディッシュに向けて組み上げられ
るRS200。ラリーカーというよりル・マンに出場するプロトタイプカーのような形状だ。

1986 RAC

1

2

3
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86年の最終戦RACラリーに出場したRS200。サービスでリヤカウルを開けて整備
されている。右側、ターボチャージャーのレイアウトやリヤカウルの大きな透明ア
クリルルーフの様子が分かる。カウルを支持する長いステーは整備専用ツールか。

85年英国選手権の一戦、リンデスファーンラリーで優
勝したマルコム・ウイルソン／ナイジェル・ハリス車
のリヤまわり。タイヤラック形状が右写真の86年モデ
ルと少々異なる。ターボ用とエンジン用が途中で一緒
になっているため、エキゾーストパイプは太い。

1フロント部を覆うカウルを外したところ。ツ
インダンパーが目を引く。黒い樹脂パーツはラ
ジエターのアウトレットだ。2コクピットは水
平基調でシンプル。黒いシフトノブは変速ギヤ
用、赤いノブはトルク配分切替用のもの。

FORD

RS200

1986 RAC

12
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シ
ト
ロ
エ
ン
と
い
え
ば
ク
サ
ラ
／
Ｃ
４

の
Ｗ
Ｒ
カ
ー
と
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ー
ブ

の
活
躍
に
よ
っ
て
Ｗ
Ｒ
Ｃ
最
多
勝
を
誇
る

メ
ー
カ
ー
だ
が
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
時
代
は
１

・
３
ℓ
の
小
排
気
量
エ
ン
ジ
ン
に
４
Ｗ
Ｄ

を
組
み
込
ん
だ
ビ
ザ 

ミ
ル
ピ
ス
テ
を
プ

ラ
イ
ベ
ー
タ
ー
向
け
に
販
売
す
る
程
度
。

そ
れ
な
り
の
成
功
を
収
め
て
、
ト
ッ
プ
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
狙
う
同
じ
Ｐ
Ｓ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
プ
ジ
ョ
ー
と
棲
み
分
け
を
図
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
85
年
パ
リ
サ
ロ
ン
で
、
突
然
フ

ル
サ
イ
ズ
の
グ
ル
ー
プ
Ｂ
カ
ー
、
Ｂ
Ｘ 

４
Ｔ
Ｃ
を
発
表
。
驚
い
た
の
は
そ
の
構
成

だ
。
エ
ン
ジ
ン
は
古
い
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｃ
ベ
ー
ス

で
、
当
時
す
で
に
勝
つ
た
め
に
は
常
識
だ

っ
た
ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
で
は
な
く
市
販
Ｂ
Ｘ

同
様
に
フ
ロ
ン
ト
へ
搭
載
。
ま
た
４
Ｗ
Ｄ

シ
ス
テ
ム
に
は
セ
ン
タ
ー
デ
フ
が
な
く
、

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
は
シ
ト
ロ
エ
ン
の
お

家
芸
な
が
ら
ラ
リ
ー
に
は
不
向
き
と
さ
れ

た
ハ
イ
ド
ロ
リ
ッ
ク
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
と
、

実
に
ク
ラ
シ
カ
ル
な
内
容
だ
っ
た
の
だ
。

シ
ン
プ
ル
で
手
慣
れ
た
手
法
は
プ
ラ
イ
ベ

ー
タ
ー
へ
の
販
売
狙
い
と
も
思
え
た
が
、

シ
ト
ロ
エ
ン
競
技
部
門
が
仕
立
て
た
20
台

の
ラ
リ
ー
用
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

は
フ
ロ
ン
ト
ヘ
ビ
ー
を
解
消
す
る
た
め
オ

イ
ル
ク
ー
ラ
ー
を
リ
ヤ
ス
ポ
イ
ラ
ー
に
マ

ウ
ン
ト
す
る
な
ど
、
苦
心
の
跡
が
し
の
ば

れ
た
。
デ
ビ
ュ
ー
は
86
年
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
。

し
か
し
わ
ず
か
３
戦
で
姿
を
消
し
た
。

CITROËN

お家芸採用の“古くて新しい”B

Text/Hideki Hiramatsu  Photos/McKLEIN, SAN-EI

2000年代、WRカーの時代に無敵を誇ったシトロエン
しかし彼らにはグループBの時代に参戦、苦闘した過去があった

同じPSAグループのプジョーがミッドシップターボ4WDで臨んだのに対し
シトロエンは旧態依然、フロントエンジンのBXを送り込んだのだった

BX4TC
シトロエンBX 4TC

1986 Sweden
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186年開幕戦モンテカルロからWRCキャリアを踏み
出したBX 4TC。未来的なボディスタイルと独自技術
のサスペンションを持つターボ4WDマシンだったが明
らかに熟成不足。アンドリューの15号車がアクシデン
トでSS7、フィリップ・ワンベルグの17号車がハイド
ロリックトラブルによりSS2でそれぞれリタイア。2
第６戦アクロポリスにはサスペンションなどに改良を
加えて臨んだが、SS2、SS3で相次いでリタイア。同
時期、グループBの終了が判明したため撤退した。

1ドライバー前のイン
パネは作り替えられ、
正面にはタコメーター
のみが置かれる。2縦
置きし、ドライサンプ
化されたシムカT180 
N9TEエンジン。エン
ジンとフロントグリル
の間にはインタークー
ラーをマウント。3リ
ヤスポイラー部分には
オイルクーラーが２基
搭載され、リヤハッチ
を下ろすとそのままカ
バーされるしくみ。

86年第２戦スウェーデンに
はモンテカルロと同じ２台
が出場。ジャン-クロード・
アンドリューが総合６位に
入賞したが、直前の4-5位
は格下クラスのグループＡ
アウディだった。

1

1

23

2

1986 Monte-Carlo

1986 Acropolis

シトロエンBX 4TC（1986）

全長×全幅×全高 4590×1915×1380㎜

ホイールベース 2612㎜

トレッド（前／後） 1550／1550㎜

サスペンション（前後とも）ダブルウイッシュボーン＋ハイドロリック

車両重量 1050㎏以上

エンジン型式 T180 N9TE

エンジン形式 直列４気筒SOHC＋ターボ

排気量 2141㏄

最高出力 385ps／7000rpm

タイヤ ミシュラン製

S P E C I F I C A T I O N S
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グループＢ最終王者の205T16はロングホイ
ールベース化とともに燃料タンクを拡大する
などして“レイドマシン”となりパリダカへ。
87、88年と連覇を果たした。また87年は100
㎏以上の軽量化と大幅出力アップでパイクス
ピークにも挑戦。しかしこちらは制覇ならず。

　

そ
の
速
さ
と
ク
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
リ
ス
ク

の
高
さ
に
よ
り
、
Ｗ
Ｒ
Ｃ
に
お
け
る
グ
ル

ー
プ
Ｂ
の
時
代
は
１
９
８
６
年
を
も
っ
て

終
了
。
翌
年
か
ら
は
ス
ピ
ー
ド
レ
ン
ジ
が

低
い
グ
ル
ー
プ
Ａ
の
時
代
に
シ
フ
ト
し
た
。

し
か
し
そ
の
結
果
、
Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
た
め
に
開

発
さ
れ
た
多
く
の
グ
ル
ー
プ
Ｂ
マ
シ
ン
が

最
上
位
ク
ラ
ス
に
お
け
る
活
躍
の
場
を
失

う
こ
と
に
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
し
て
も
、

多
額
の
投
資
が
無
駄
に
な
る
状
況
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
一
部
の
メ
ー
カ
ー

は
Ｗ
Ｒ
Ｃ
以
外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
グ
ル
ー

プ
Ｂ
の
資
産
を
活
か
す
道
を
探
っ
た
。

　

ま
ず
、
プ
ジ
ョ
ー
は
86
年
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
マ
シ
ン
で
あ
る
２
０
５
Ｔ
16
を
、
ダ

カ
ー
ル
ラ
リ
ー
（
当
時
の
パ
リ
‐
ダ
カ
ー

ル
）
に
送
り
込
ん
だ
。
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ

る
キ
ャ
メ
ル
の
イ
エ
ロ
ー
に
彩
ら
れ
た
そ

の
マ
シ
ン「
２
０
５
Ｔ
16
グ
ラ
ン
レ
イ
ド
」

は
、
ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス
が
大
幅
に
伸
ば
さ

れ
た
胴
長
ラ
イ
オ
ン
。
ア
リ
・
バ
タ
ネ
ン

と
ユ
ハ
・
カ
ン
ク
ネ
ン
が
２
年
連
続
で
総

合
優
勝
を
飾
っ
た
が
、
そ
の
当
時
の
ラ
イ

バ
ル
の
多
く
が
純
粋
な
ク
ロ
カ
ン
車
両
だ

っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
子
供
の
世
界
に

大
人
が
真
剣
に
乗
り
込
ん
で
き
た
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
プ
ジ
ョ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス
、
パ
イ
ク
ス
ピ
ー
ク
に

も
巨
大
ウ
イ
ン
グ
を
備
え
た
２
０
５
Ｔ
16

を
送
り
込
ん
だ
が
、
結
果
は
２
位
。
優
勝

PEUGEOT 205T16

解き放たれた
モンスター

Text/Keisuke Koga
Photos/Getty Images, McKLEIN

1986年を最後にWRCの主役の座から退いた
驚速のグループBマシンたちは

新天地を砂漠やヒルクライムに求め
その戦闘力を如何なく発揮していく─

1989 Dakar

1987 Dakar

1987 Dakar

1987 Pikes Peak

1987 Pikes Peak

Deep into Gr.B――――❶ After the End

ダカール&パイクスピークに転じた「B」たち
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は
Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
時
代
に
覇
を
競
っ
た
ア
ウ
デ

ィ
が
送
り
込
ん
だ
「
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ワ
ト

ロ
Ｓ
１
パ
イ
ク
ス
ピ
ー
ク
」
だ
っ
た
。
名

手
バ
ル
タ
ー
・
ロ
ー
ル
が
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ

時
代
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
バ
タ
ネ
ン
を
破

っ
て
優
勝
し
た
こ
と
に
、
多
く
の
ア
ウ
デ

ィ
フ
ァ
ン
が
快
哉
を
叫
ん
だ
。
プ
ジ
ョ
ー

と
同
じ
よ
う
に
巨
大
ウ
イ
ン
グ
を
備
え
た

ク
ワ
ト
ロ
Ｓ
１
パ
イ
ク
ス
ピ
ー
ク
は
、
今

な
お
パ
イ
ク
ス
ピ
ー
ク
の
熱
烈
な
フ
ァ
ン

の
間
で
は
神
話
的
な
マ
シ
ン
と
し
て
崇
め

奉
ら
れ
て
い
る
。

　

年
々
安
全
度
を
重
視
し
て
い
っ
た
Ｗ
Ｒ

Ｃ
と
は
対
照
的
に
、
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
や

パ
イ
ク
ス
ピ
ー
ク
で
は
危
う
い
モ
ン
ス
タ

ー
を
許
容
す
る
土
壌
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な

し
が
ら
み
の
少
な
い
自
由
な
環
境
下
で
、

グ
ル
ー
プ
Ｂ
マ
シ
ン
た
ち
は
最
後
の
一
花

を
華
麗
に
咲
か
せ
た
の
だ
っ
た
。

他車に先駆け、パイク
スピークをグループＢ
マシンで戦ったアウデ
ィは、1984年にミシェ
ル・ムートンの手でク
ラス優勝。その後、85
年から87年まで、総合
３連覇を達成した。

グループＢ大挙参戦の87
年パイクスピークにはデル
タS4も登場。しかし87年
はアウディ、88年はプジョ
ー405が制するなかで、目
立った成績は残せなかった。

MGメトロはパイクスピークとともに88年にはパリダカ
に参戦。ホイールベースを延長したシャシーにV8エンジ
ン搭載のマシンをテッド・トールマンが駆った。

184年のパリダカにおいて、ポルシェ953の
１台を上回り、総合４位に入ったマンタ。287
年のパイクスピークではクラス５位となり善
戦したRS200。88年にはBSタイヤを履く奇
抜なカラーのプライベーター車も。

AUDI SPORT QUATTRO

MG METRO 6R4

LANCIA
DELTA S4

FORD RS200
OPEL MANTA 400

1984 Pikes Peak

1987 Pikes Peak

1987 Pikes Peak

1988 Dakar

1987 Pikes Peak

1988 Pikes Peak

1984 Dakar

1988 Pikes Peak

1

2
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１
９
７
９
年
か
ら
82
年
に
か
け
て
Ｐ
Ａ

10
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
で
サ
フ
ァ
リ
を
４
連
覇

し
た
日
産
は
、
そ
の
途
上
で
次
期
ラ
リ
ー

車
を
Ｓ
１
１
０
シ
ル
ビ
ア
に
定
め
た
。
デ

ビ
ュ
ー
は
82
年
サ
フ
ァ
リ
で
、
同
年
の
１

０
０
０
湖
ラ
リ
ー
で
は
タ
ー
ボ
搭
載
車
も

登
場
。
だ
が
本
命
は
Ｓ
１
１
０
を
イ
メ
ー

ジ
ベ
ー
ス
と
し
、
81
年
か
ら
開
発
し
て
い

た
グ
ル
ー
プ
Ｂ
、
２
４
０
Ｒ
Ｓ
だ
っ
た
。

　

他
の
グ
ル
ー
プ
Ｂ
の
多
く
が
、
あ
く
ま

で
ホ
モ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
上
の
手
続
き
と
し

て
〝
簡
素
〞
な
仕
様
で
２
０
０
台
を
生
産

・
販
売
し
、
実
際
の
ラ
リ
ー
出
場
用
に
は

20
台
の
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
製
作
し
た

の
に
対
し
、
日
産
は
２
０
０
台
の
ホ
モ
ロ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
に
安
全
装
備
な
ど
を

加
え
れ
ば
そ
の
ま
ま
ラ
リ
ー
に
出
場
で
き

る
内
容
で
２
４
０
Ｒ
Ｓ
を
売
り
出
す
。
そ

の
構
成
は
２
３
４
０
㏄
の
Ｆ
Ｊ
24
を
フ
ロ

ン
ト
に
搭
載
し
、
リ
ヤ
駆
動
、
足
回
り
に

は
Ｐ
Ａ
10
と
同
様
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
を

使
う
と
い
う
伝
統
的
な
も
の
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
デ
ビ
ュ
ー
の
83
年
時
点
で
時

代
は
４
Ｗ
Ｄ
と
過
給
が
勝
つ
た
め
の
絶
対

条
件
に
な
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ａ
の
Ｆ
Ｒ
車
は

〝
非
力
〞
す
ぎ
た
。
欧
州
の
ス
プ
リ
ン
ト

は
も
ち
ろ
ん
、
得
意
の
サ
フ
ァ
リ
で
も
ト

ヨ
タ
・
セ
リ
カ
・
ツ
イ
ン
カ
ム
タ
ー
ボ
に

主
役
の
座
を
奪
わ
れ
た
日
産
は
、
結
局
未

勝
利
の
ま
ま
85
年
半
ば
で
２
４
０
Ｒ
Ｓ
で

の
ワ
ー
ク
ス
参
戦
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
。

NISSAN

保守思想が時代に合わず、未勝利の悲運

Text/Hideki Hiramatsu  Photos/McKLEIN, Getty Images

ブルーバードやフェアレディＺ、そしてバイオレットが繋いできた“ラリーの日産”
そのブランドを継承すべく仕立てられたグループＢマシンが240RSだ。しかし
市販車ベースを捨て切れず、登場時点でFRも時代遅れ。勝機は見出せなかった

240RS
日産 240RS

1983 Acropolis



1983 Safari

065

日産 240RS （1983）

全長×全幅×全高 4300×1800×1310㎜

ホイールベース 2400㎜

トレッド（前／後） 1480／1490㎜

サスペンション（前／後） マクファーソンストラット／４リンクリジッド

車両重量 1050㎏

エンジン型式 FJ24

エンジン形式 直列４気筒DOHC８バルブ

排気量 2340㏄

最高出力 250ps／7600rpm

タイヤ（前後とも） ダンロップ製

S P E C I F I C A T I O N S

240RSのために専用設計された自
然吸気の直４ユニット、FJ24。バ
ルクヘッドに食い込むように搭載
して重量バランスを最適化してい
た。初期の2365㏄仕様で、265～
270馬力を発生。

グループＢ規定が公表された直後とも
言える81年の段階から開発が進められ
ていたコードネーム“831”＝240RS。
グループＢ本格施行年の83年開幕に
デビューは間に合ったが、すでに“ク
ワトロ・ショック”は起きていた。

３戦目は日産が４連覇中だったサ
ファリ。1トリコロールカラーの
サロネン、2マールボロカラーの
シェカー・メッタの２台がラリー
序盤から首位争いに絡んだが、最
終的に両車ともにエンジントラブ
ルでリタイア。あと一歩のところ
で５連覇はならなかった。

デビュー戦のモンテカルロは14位
と低調。２戦目のポルトガルでは
ティモ・サロネンとテリー・カビ
ーの２台体制。サロネンはギヤボ
ックストラブルでリタイア。カビ
ーは８位でフィニッシュした。

1983 Monte-Carlo

1983 Portugal

1983 Safari12
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85年はサファリがワークスの初戦
となった。序盤好位置につけてい
たメッタはサスペンションを傷め
てリタイア。残されたマイク・カ
ークランドも３位に留まり、
240RSでのサファリ制覇は叶わな
かった。

1怪我で療養中のサロ
ネンに代わって地元フ
ィンランドの1000湖
に代役出場したペンテ
ィ・アイリッカラ。ギ
ヤボックス不調でリタ
イアとなる。2最終戦
RACで復帰したサロネ
ン。この年の自身最上
位タイとなる６位でフ
ィニッシュ。翌年から
はプジョーへ移籍。

デビューイヤーの表彰台はニュージーランドの２位のみ。捲土重来を期した84年も引き続きサロネンをエースに戦う。だが開幕戦モンテカルロは10位と、またも期待外れに。

1984 Monte-Carlo

1984 RAC

1984 1000 Lakes

1985 Safari

2

1
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NISSAN

240RS

200台のホモロゲーション仕様がほぼ
そのままラリーに使える240RSは、多
くのプライベーターに愛される存在だ
った。1いち早く240RSを手に入れた
日本の柑本寿一。挑んだ83年のサファ
リはホイールベアリングを痛めてリタ
イア。283年RACに出場のペーター・
ゲイデル。240RS勢では唯一生き残っ
て12位。3ワークス活動休止後の85年
RACにはワークス要員だったテリー・
カビーがカストロールカラーで参戦。７
位と奮闘。484年イギリス選手権マン
クスを走るデイビッド・エバンス。６位。

サファリでチームを組み、240RSで戦っ
た岩下良雄と岩瀬晏弘。1岩瀬は85年に
８位入賞。プライベーター優勝を手にす
る。2岩下は単独参戦の84年に９位。85
年と86年はリタイアに終わった。386年
サファリに参戦のジャイアント・シャー
はアクシデントに泣いた。485年ポルト
ガルで８位となったサンチョ・メンデス。
黒のロイス・ジーンズカラーが美しい。

1983 Safari

1983 RAC

1985 RAC

1984 Manx

1986 Safari

1985 Portugal

1985 Safari

1986 Safari

12

34

1 3

4

2
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オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
販
売
（
自
販
）
を
通
し
た
ト
ヨ
タ
・
チ

ー
ム
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
Ｔ
Ｔ
Ｅ
）
支
援
と

い
う
か
た
ち
で
継
続
さ
れ
て
き
た
ト
ヨ
タ

の
ラ
リ
ー
活
動
が
、
転
機
を
迎
え
た
の
は

グ
ル
ー
プ
Ｂ
規
定
誕
生
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
市
販
車
改
造
の
グ
ル
ー
プ
４
に
対
し
、

グ
ル
ー
プ
Ｂ
は
市
販
車
段
階
か
ら
競
技
を

意
識
し
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い
。
81
年

２
月
、
自
販
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
（
自

工
）
に
新
型
車
両
開
発
を
要
請
し
、
翌
月

に
は
自
工
に
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
主
査
が

復
活
。
Ｗ
Ｒ
Ｃ
参
戦
の
道
筋
が
整
っ
た
。 

　

Ｔ
Ｔ
Ｅ
代
表
オ
ベ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は

４
Ｗ
Ｄ
タ
ー
ボ
車
を
希
望
し
た
が
、
自
工

側
は
早
急
に
成
果
を
得
ら
れ
る
車
両
を
フ

ェ
ー
ズ
１
と
し
て
開
発
し
、
そ
の
後
、
よ

り
高
性
能
な
フ
ェ
ー
ズ
２
を
開
発
す
る
二

段
階
戦
略
を
採
る
。
こ
の
フ
ェ
ー
ズ
１
が

セ
リ
カ
・
ツ
イ
ン
カ
ム
タ
ー
ボ
で
あ
る
。

　

グ
ル
ー
プ
Ｂ
公
認
車
両
と
な
っ
た
の
は

セ
リ
カ
Ｇ
Ｔ
‐
Ｔ
Ｓ
（
Ｔ
Ａ
64
）。
こ
れ

を
ベ
ー
ス
と
し
た
20
台
の
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
モ
デ
ル
は
２
ℓ
の
４
Ｔ
‐
Ｇ
Ｔ
Ｅ
改

＋
Ｋ
Ｋ
Ｋ
製
タ
ー
ボ
を
フ
ロ
ン
ト
に
搭
載

し
、
そ
の
ボ
デ
ィ
は
Ｔ
Ａ
64
と
は
似
て
非

な
る
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
も
の
と
な
っ
た
。

デ
ビ
ュ
ー
は
83
年
１
０
０
０
湖
で
、
２
戦

目
の
コ
ー
ト
・
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
初
優
勝
。

84
年
か
ら
サ
フ
ァ
リ
を
３
連
覇
す
る
な
ど
、

耐
久
ラ
リ
ー
で
強
さ
を
発
揮
し
た
。

TOYOTA

耐久戦に焦点を絞り、サファリを３連覇

CELICA TWINCAM TURBO
トヨタ セリカ・ツインカムターボ

1983 Cote d'Ivoire

Text/Hideki Hiramatsu  Photos/McKLEIN, Getty Images

グループＢ規定発足を契機に、モータースポーツ復帰とWRC挑戦を決意したトヨタ
その先鋒として企画されたのが、セリカの名を冠したFRのターボカーだった
勝負どころを絞り込む戦略で、耐久ラリーではライバルに無敗の戦果を挙げた
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トヨタ セリカ・ツインカムターボ （1983）

全長×全幅×全高 4284×1785×1360㎜

ホイールベース 2500㎜

トレッド（前／後） 1429／1446㎜

サスペンション（前／後） マクファーソンストラット／４リンクリジッド

車両重量 1040㎏

エンジン型式 396E（4T-GT改）

エンジン形式 直列４気筒DOHC８バルブ＋ターボ

排気量 2090㏄

最高出力 326ps／8000rpm

タイヤ（前後とも） ピレリ製

S P E C I F I C A T I O N S

84年４月、ドイツ、ケルンのTTEで初公開されたセリカ・ツインカムターボ。量産メーカーのトヨタが、グループＢを製作するのは大きなハードルがあった。

初の実戦は83年７月。ホモロゲーション取得前のプロトタイプも参
加できたフランスのミルピステで、ビヨン・ワルデガルドが走った。

1WRCデビューは83年８月の第９戦1000湖。期待の若手ユハ・カン
クネンが６位。ワルデガルドも12位で完走した。2２戦目のコート・
ジボワールでワルデガルドの手によって早くも初優勝した後、最終戦
のRACでは３台エントリー。カンクネンが生き残り７位となっている。

1983 Mille Pistes

1983 1000 Lakes

1983 RAC

1

2
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1そのシンプルで堅牢
が作りから耐久ラリー
に勝機があると踏んで
いたトヨタ。目論見ど
おり、84年第４戦のサ
ファリでワルデガルド
がトヨタに同ラリー初
勝利をもたらした。2
次の参戦は第７戦ニュ
ージーランド。カンク
ネンはアクシデントで
リタイアしたが、ワル
デガルドが５位となる。

２年目のサファリにはプジ
ョー205T16も参戦したが、
セリカ・ツインカムターボ
はカンクネン、ワルデガル
ドが１-２フィニッシュ。カ
ンクネンはこれがWRCでの
初勝利だった。その後、コ
ート・ジボワールでも１-２
フィニッシュを飾る。

3T-GTをベースにボアを広げてハイパワーを求めた4T-GTエンジン。エボ
リューションモデルはKKK製ターボチャージャーを装着する。

1984 Safari

1984 New Zealand

1985 Safari

1985 Safari

1

2
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TOYOTA

CELICA TWINCAM TURBO

中東選手権では長くセリカ・ツインカムターボが活躍を続けた。その立役者
は現FIA会長のモハメド・ビン・スライエム。86年から３年連続で同選手権
の王者に輝いた。パーソナルスポンサーのマールボロカラーが鮮やかだ。

185年1000湖でのカ
ンクネン。アクシデン
トでリタイアに終わる
が、チームメイトのワ
ルデガルドが７位に食
い込む。286年の初戦
となったサファリでは
優勝のワルデガルドを
筆頭に２位、４位も得
た。アウディ、ランチ
ア、プジョーを相手に、
アフリカでは無敗をと
おした。3WRCでの最
終戦となった86年オ
リンパスはラーズ-エリ
ック・トルフが４位、ワ
ルデガルドが５位で、
３年半の活動を終えた。

1985 1000 Lakes

1986 Olympus

1986 Safari

1984 Oman

13

2
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1984 Mille Pistes

1ミルピステと同じくR1と呼ばれるモデルでプロトタイプクラスに出場。2RAC出場車をモデ
ィファイしたR1改仕様。3ベース車を開発するために製作されたとされるT1/T2。4T1/T2は
87年に小改良。ボンネットのバルジが小さくなった。またこのラリーが最後の参戦に。

1初陣はフランス・ミルピステラリ
ー。プロトタイプクラスでのエント
リーだった。 2搭載されたエンジン
はSOHCの“シリウス”4G63型。そ
の後DOHC化されギャラン、ランサ
ーエボリューション、さらにパリダ
カを駆けたパジェロなどに搭載され
る。3またグループA期にアクティ
ブ4WDへと発展する駆動システムも
この時、開発が始まった。

1984 RAC

1985 Malaysia1986 Hong Kong-Beijing1987 Hong Kong-Beijing

2

3

1

234

1

“ランエボ”誕生への揺りかご

Photos/McKLEIN, Mitsubishi

1980年代初頭、ランサーターボでWRCに参戦していた三菱は
次期ラリーカーとしてスタリオンに白羽の矢を立てた
結局、その新機軸は開発中止となってしまうも

培ったノウハウはグループAのギャラン＆ランエボへと継承され
やがて訪れる三菱黄金期の礎となるのだった

MITSUBISHI

STARION 4WD RALLY
三菱 スタリオン4WDラリー
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1985 Acropolis

ロータリーパワー炸裂せず

Photos/McKLEIN

ブランドアピールのためWRCへと挑んだマツダは
当初はFF車のマツダ323で参戦していたものの

グループB戦線に加わるため
モアパワーを求めてマシンをRX-7にチェンジ
20台のエボを作る力の入れようだったが
ターボ4WD勢を前に歯が立たず
85年をもって一線を退いた

MAZDA

RX-7
マツダRX-7

1上位７位までをター
ボ4WD勢が占めたス
ウェディッシュ。そん
ななかカールソンは地
の利を活かし後輪駆動
勢トップの８位でフィ
ニッシュ。2RACでは
カールソンとともに北
米で活躍していたロッ
ド・ミレンがドライブ。
ミレンが９位、カール
ソンが10位でフィニッ
シュした。このRACが
RX-7にとって最後の
WRCエントリーとな
ってしまった。

1マツダ・ラリーチーム・ヨーロッパ（MRTE）でメンテナンスを受けるRX-7。WRC
では苦戦気味だったが、ERCにおいては優勝や２位を得ていた。 2搭載されたエン
ジンはオリジナルの12Aではなく13Bを搭載（のちに海外では13BのNAエンジンを
積んだ市販車も登場）。300馬力程度を発揮するも低速トルク不足に悩まされた。

耐久色の強いアクロポリスで殊勲の３位を得たイングバー・カールソン。６位に
もアキム・バルンボルトが入賞していたが、優勝したプジョー205T16、２位の
アウディ・クワトロというターボ4WD勢には40分以上の大差をつけられた。

1985 Sweden

1985 RAC

1

2

1

2
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Text/Joe Kojima (WRC Gr.B Archives)  Photos/Hidenobu Tanaka, Getty Images
Special Thanks/Mr.Hisashi Kunie

このたび日本へ“里帰り”した１台のRX-7を仔細に撮影する機会を得た
40年の時空と国境線を超えてきた、まごうことなき本物のグループB・セブンだ
貴重な現存個体であり、何よりロータリーを搭載したWRC車というだけで超希少
当時のMRTE開発陣の情熱に想いを馳せつつ、希少なマシンの細部に迫った
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85年の最終戦RACラリーでの
RX-7は写真のカールソンが10位、
僚機ロッド・ミレン車が９位で完
走している。これを実質的な勇退
戦とし、翌年からマツダは新車
「323」でWRCを戦っていく。

M A C H I N EM A C H I N E
G A L L E R YG A L L E R Y

撮り下ろし
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な
ん
と
実
戦
未
投
入
で
出
走
履
歴
ナ
シ

Ｍ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
謹
製
、本
物
の「
Ｂ
」車
は

超
キ
レ
イ
な
ま
ま
日
本
へ〝
帰
国
〞！

関
ク
リ
ア
直
後
、
上
陸
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
貴
重

な
個
体
を
撮
影
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
Ｓ
Ａ
22
Ｃ
型
Ｒ
Ｘ
‐
７
は
見
て
の

と
お
り
１
９
８
４
〜
85
年
に
Ｗ
Ｒ
Ｃ
を
戦

っ
た
グ
ル
ー
プ
Ｂ
仕
様
の
セ
ブ
ン
で
、
シ

ャ
シ
ー
ナ
ン
バ
ー
19
を
打
刻
さ
れ
た
本
物

の
Ｍ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
謹
製
マ
シ
ン
で
あ
る
。
エ
ン

ジ
ン
は
も
ち
ろ
ん
12
Ａ
で
は
な
く
13
Ｂ
だ

し
、
随
所
に
実
戦
ラ
リ
ー
マ
シ
ン
ら
し
い

「
例
の
グ
ル
ー
プ
Ｂ
セ
ブ
ン
、
無
事
に
日

本
へ
到
着
し
ま
し
た
よ
！
」

　

大
手
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
チ
ェ
ー
ン

「
フ
ィ
ッ
ト
イ
ー
ジ
ー
」
創
業
者
に
し
て

多
く
の
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
な
レ
ー
シ
ン
グ
カ

ー
や
ラ
リ
ー
カ
ー
を
所
有
、
近
年
は
自
チ

ー
ム
で
モ
リ
ゾ
ウ
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
に

も
参
戦
す
る
な
ど
意
欲
的
な
岐
阜
県
の
国

江
仙
嗣
さ
ん
か
ら
吉
報
を
い
た
だ
き
、
通

M A C H I N EM A C H I N E
G A L L E R YG A L L E R Y

撮り下ろし

MMMMMMMMMMAAAAAAAAAAZZZZZZDDDDDDDAAAAAAAA
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バルクヘッドに打たれた「MRTE00019」という英数字が本
物（と実戦未投入）の証。広島から送られたボディとエンジ
ンはベルギー・ザバンテムの欧州拠点で組み上げられた。

デイラリーでも常に装着さ
れ当時のセブンの「顔」と
もなっていた６連装ライト
ポッド。本来のリトラ式ヘ
ッドライトは機構を廃され、
両端の２灯を常用した。各
灯には“ヒサシ”がつく。

改
修
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
は

キ
レ
イ
す
ぎ
る
？　

実
は
こ
の
個
体
、
調

べ
て
み
れ
ば
最
終
期
に
組
ま
れ
た
１
台
で
、

な
ん
と
実
戦
未
投
入
、
ラ
リ
ー
出
場
履
歴

の
な
い
個
体
で
あ
っ
た
（
そ
れ
は
そ
れ
で

世
界
に
１
台
レ
ベ
ル
の
希
少
さ
）。
ベ
ル

ギ
ー
の
Ｍ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
か
ら
英

国
の
サ
ザ
ビ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
経
て
、

な
ぜ
か
ハ
ワ
イ
か
ら
日
本
へ
帰
っ
て
き
た

「
Ｂ
」
の
セ
ブ
ン
。
国
江
さ
ん
は
再
び
走

れ
る
よ
う
、
手
を
か
け
る
と
い
う
。

「
ロ
ー
タ
リ
ー
を
積
ん
だ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
マ
シ
ン

と
い
う
だ
け
で
希
少
だ
し
、
本
来
な
ら
ば

広
島
の
マ
ツ
ダ
本
社
で
所
有
し
続
け
る
べ

き
存
在
で
す
。
当
時
の
最
高
峰
へ
打
っ
て

出
た
〝
日
本
車
挑
戦
の
証
〞
で
も
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
ね
」。
そ
の
心
意
気
に
共
感

し
つ
つ
、
今
度
は
日
本
の
道
で
「
ペ
リ
」

の
咆
哮
を
聞
く
日
を
待
ち
た
い
。
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驚くほどキレイなボディとコンパクトな車体構造
当時のグループBラリーを戦う実戦装備が随所に備わる

「ビタローニ型」と称される、独特の砲弾型ミラーが左右に備わる（もちろんベース市販車のそれとは異なる）。実用性はともかく、前面投影面積低減には効果がありそう。

（右）ボンネット上面には放熱孔と吸気用NACAダクトが
設けられている。それぞれに目の細かい網状のガードが
備わる。（左）希少な当時モノのENKEI・ラリーコンペ
に、これまた希少なミシュランTRXという組み合わせ。

M A C H I N EM A C H I N E
G A L L E R YG A L L E R Y

撮り下ろし
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スキージャンプ台のような、独特な形状のリヤウイング
（スポイラー？）に角度調整機能はなく、“羽根”を外せ
ばオイルクーラーが姿を見せる。リヤダウンフォース確
保は副産物で、こちらが主目的だった可能性も？

ボディ左側にのみ備わる給油
口。当然リヤシートはなく、そ
こにATL安全タンクが据えら
れている。リヤゲートキャノ
ピーは開閉式だが、市販車の
ようなダンパーはない。

MMMMMMMMMMMAAAAAAAAAAZZZZZZZZZZDDDDDDDDDDDAAAAAAAAAA
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ラウンディッシュな市販車のインパネはどこへやら。直
線基調の左ハンドル・コクピットはメーターとスイッチ
とヒューズが林立する“戦う”操縦席に変貌。ステアリ
ングはイタルボランテの革巻で、シフトノブの奥にはブ
レーキバランス調整ダイヤルや室内ヒータースイッチが
備わる。タコメーターは１万2000回転まで刻まれ、トラ
ンクには２本のスペアタイヤを収められるスペースが。

“戦う”左ハンドル操縦席と希少な13B型RE搭載がグループB用「エボ」の特徴だ



ロータリーらしくエンジンは驚くほど小さく低く、ラジエターとの空間
も十分。結局７台しか生産されなかったという“エボ”は市販車の12A
に替え13Bを搭載していた。市販車のセブンではすでにターボ付きロー
タリーエンジンは登場していたが、ラリーではノンターボのままだった
（300ps／8500rpm、270Nm／7500rpm）。MSDのイグニッションコン
トロールボックス（２基の赤い箱）は後年追加装着されたもの。

サスアームにはハイジャンプ時にアシが伸びて逆位相に垂れたまま着地するこ
とを防ぐためのバンドが巻かれ、ブレーキディスクには小石の噛み込みなど破
損防止用のパンチ孔アルミカバーを装着。見えないところに実戦的な装備が。

M A C H I N EM A C H I N E
G A L L E R YG A L L E R Y

撮り下ろし

MMMMMAAAAAZZZZZDDDDDAAAAA
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グ
ル
ー
プ
Ｂ
時
代
の
マ
シ
ン
が
怪
物
な

ら
ば
、
そ
れ
を
操
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち

も
怪
人
、
い
や
超
人
と
呼
ぶ
べ
き
傑
出
し

た
能
力
の
持
ち
主
だ
っ
た
。
な
か
で
も
ヘ

ン
リ
・
ト
イ
ボ
ネ
ン
は
そ
の
圧
倒
的
な
ス

ピ
ー
ド
と
悲
劇
的
な
最
後
で
今
な
お
伝
説

的
な
存
在
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
彼
の
才

能
は
グ
ル
ー
プ
４
の
時
代
か
ら
光
り
輝
い

て
い
た
が
、
よ
り
ハ
イ
パ
ワ
ー
か
つ
ト
リ

ッ
キ
ー
な
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
グ
ル
ー
プ
Ｂ

で
、
信
じ
が
た
い
ス
ピ
ー
ド
を
発
揮
。
ラ

ン
チ
ア
の
ワ
ー
ク
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
、

１
９
８
５
年
の
Ｒ
Ａ
Ｃ
ラ
リ
ー
で
デ
ル
タ

Henri
Toivonen
ヘンリ・トイボネン

稀代の猛獣使い

Text/Keisuke Koga
Photos/Getty Images, McKLEIN

公道を駆ける怪物、グループBマシンを操り
その性能を存分に引き出したドライバーたち

常人には到底制御しきれぬトリッキーな動きのBで
世界のワインディングを戦ってみせた

そんな類稀なる才能を持つ超人をご紹介する

「B」を手懐けた名ドライバーたち

Deep into Gr.B――――❷ Monster Pilots

Attilio Bettega
アッティリオ・ベッテガ

Ｓ
４
を
デ
ビ
ュ
ー
ウ
イ
ン
に
導
い
た
。
そ

し
て
翌
年
の
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
で
も
勝
利
し

た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ツ
ー
ル
・
ド
・
コ
ル

ス
で
崖
下
に
転
落
。
マ
シ
ン
は
猛
火
に
包

ま
れ
、
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
と
と
も
に
命
を

落
と
し
た
。
享
年
29
、
24
歳
で
Ｗ
Ｒ
Ｃ
初

優
勝
を
飾
っ
た
天
才
の
、あ
ま
り
に
も「
疾

す
ぎ
た
最
終
章
」
だ
っ
た
。

　

そ
の
ト
イ
ボ
ネ
ン
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
活

躍
し
た
ミ
シ
ェ
ル
・
ム
ー
ト
ン
は
、
史
上

も
っ
と
も
成
功
し
た
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
誉
れ
高
い
。
彼
女
は
４
Ｗ
Ｄ
タ
ー
ボ

の
ア
ウ
デ
ィ
・
ク
ワ
ト
ロ
を
駆
り
Ｗ
Ｒ
Ｃ

４
勝
を
獲
得
。
グ
ル
ー
プ
４
か
ら
Ｂ
へ
の

移
行
期
で
あ
る
82
年
に
は
Ｗ
Ｒ
Ｃ
年
間
ラ

ン
キ
ン
グ
２
位
と
な
る
な
ど
、
性
別
を
超

コルスの山道に散った
Bの天才。80年に当時
の史上最年少記録で
WRC初優勝を遂げる
と84年にランチアと契
約。その後、85年RAC、
86年モンテとデルタ
S4で２勝を挙げた。

82年からランチアに加入し、ラリー037をド
ライブ。ランチアのBを支えたひとりだった
が、トイボネン死去のちょうど１年前、85年
のツール・ド・コルスで事故死した。



083

越
し
て
活
躍
し
た
「
真
の
猛
獣
遣
い
」
だ

っ
た
。
そ
の
年
、
オ
ペ
ル
・
ア
ス
コ
ナ
４

０
０
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
バ
ル
タ

ー
・
ロ
ー
ル
は
「
ク
ワ
ト
ロ
に
乗
れ
ば
サ

ル
で
も
勝
て
る
」
と
、
ア
ウ
デ
ィ
に
乗
る

ム
ー
ト
ン
を
つ
い
デ
ィ
ス
っ
て
し
ま
い
、

ふ
た
り
は
そ
の
後
絶
縁
状
態
に
。
し
か
し

２
０
２
２
年
、
ロ
ー
ル
が
40
年
前
の
暴
言

を
ム
ー
ト
ン
の
前
で
謝
罪
し
た
こ
と
に
よ

り
、
歴
史
的
な
関
係
修
復
に
至
っ
た
。

　

ロ
ー
ル
も
ま
た
グ
ル
ー
プ
Ｂ
の
時
代
に

ラ
ン
チ
ア
、
ア
ウ
デ
ィ
で
勝
利
を
積
み
重

ね
た
が
、
２
度
目
の
タ
イ
ト
ル
を
手
に
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
他
に
も
ア
リ

・
バ
タ
ネ
ン
、
テ
ィ
モ
・
サ
ロ
ネ
ン
、
ユ

ハ
・
カ
ン
ク
ネ
ン
と
い
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー

た
ち
が
グ
ル
ー
プ
Ｂ
の
時
代
に
活
躍
し
、

超
人
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
い
か
ん
な
く
発

揮
。
グ
ル
ー
プ
Ｂ
を
駆
る
彼
ら
の
雄
姿
は
、

激
し
い
走
り
の
残
像
と
と
も
に
人
々
の
記

憶
の
中
で
鮮
や
か
に
生
き
続
け
て
い
る
。

オペルやプジョーをドライブし、６勝を記録。
グループB期が終了した後は205T16や
405T16でパリダカ、パイクスピークを制し、
アフターBのプジョーに貢献した。

83年から86年まで続いたBの時代に最多、７勝を
マーク。プジョー加入初年度だった85年には
205T16をドライブし、12戦中５勝という強さで
ドライバーズチャンピオンを獲得している。

Timo Salonen
ティモ・サロネン

Ari Vatanen
アリ・バタネン

グループB規定発布の82年、グループ4のオペル・ア
スコナでWRC王者に君臨。83年からはランチア・ラ
リー037やアウディ・クワトロを駆り、５勝した。グループBの時代の幕開けにはすでにキャリアが

20年近くあったベテラン。82年からアウディを駆
って、84年に初のドライバーズ王座を手にした。
86年にはプジョー205T16もドライブしている。

83年にアウディへ初のドライバーズタイトルをも
たらす。82年から86年までアウディひとすじで過
ごした。その後のグループA期にはマツダ、スバ
ル、トヨタを駆るなど日本とも縁が深い。

Hannu 
Mikkola  ハンヌ・ミッコラ

Walter Röhrl
バルター・ロール

Juha Kankkunen
ユハ・カンクネン

Michele 
Mouton
ミシェル・ムートン

Stig Blomqvist
スティグ・ブロンクビスト

85年、トヨタ・セリカ・ツインカムターボで２勝を挙
げ、グループA期にもセリカを駆るなどトヨタのイメ
ージも強いカンクネン。86年にはプジョーをドライブ
し、初のドライバーズチャンピオンに輝いている。

ラリー037の開発にも携わり、ランチアのグ
ループBマシンの発展に貢献したひとり。86
年にはデルタS4で初王座の可能性もあったが、
“サンレモ騒動”によりそれは幻に。

ラリー史どころかモータースポーツ史に名を残し
た女傑。82年にはアウディで１勝を挙げ、オペル
のロールと王座を争うも惜敗。アウディのみなら
ず、プジョーのマシンもドライブしている。 Markku Alen

マルク・アレン
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Photos/ McKLEIN, Masaru Hirata, Masaru Miyajima, Honda, Peugeot, SAN-EI

1983～86年のWRCで世界一を競ったラリーカー「グループB」
しかしターボで4WDでミッドシップな首位戦線のワークスマシンだけが「B」ではない
メーカーはアマチュアラリーストにも参加しやすいマシンを公認登録し、供給したのだ
ここではそうした、「B」時代を代表するワークス車「以外」のクルマたちを紹介する

当初グループ４として開発されたM1は82年よりグループBに編入され、BMWフランスがフランス国内選手権とERC、WRCに参
戦。84年にはBMW モチュールチームが結成され、ドライバーを後年E30 M3での勝利で知られるベルナール・ベガンが務めた。

BＭＷ Ｍ1 （1984／ツール・ド・フランス）

Gr.Bラリーカーズバラエティ
VARIETY

Gr.B



085

ダイハツ・シャレード926TURBO （1985／サファリ）

シトロエンはBX 4TCのほかに大衆コンパクトカーのビザ クロノ、ビザ ミルピステ、ビザ トニック（1984）、
ビザ トロフィー（1982）でグループＢ公認を取得。アマチュアドライバーのラリー参加を支援している。

（上）85年にダイハツはシャレードをベースに926㏄SOHCターボエンジンを搭載したグループBマシンを発
表（この排気量はターボ換算で1.3ℓクラスに編入され有利なため）、同年サファリでクラス優勝している。ま
た東京モーターショーではデトマソがデザインしたボディをまとった「デトマソ926R」が展示された（下）。
DOHC化された120馬力の926エンジンをミッドシップに搭載して話題を呼んだが、結局市販はされず。

ダイハツ・シャレード・デトマソ926R （1985）

シトロエン・ビザ クロノ （1983／モンテカルロ）シトロエン・ビザ ミルピステ （1984／ミルピステ）



ソ連（現ロシア）の自
動車メーカー、ラーダ
が開発したハコ型グル
ープB。VFTSは彼らの
競技車両製造工場の名
称だ。軽量化のため窓
はプレキシグラスを使
用した。東欧では安価
なため人気が高かった。

元レーサーで自動車ジ
ャーナリストの大久保
力と『モーターマガジ
ン』元編集長の渡辺靖
彰が組んで走らせた異
色の国産車。室内空間
の容量を定めた規定を
クリアするための「B」
登録だった。1.6ℓクラ
スでは敵なしのZCエ
ンジンを搭載していた。

フェラーリは308と
308クワトロバルボー
レでグループB公認を
取得。これは主に耐久
レースなどへ出場する
ユーザーのためのもの
だったが、スペインの
アントニオ・ザニーニ
がスペインのターマッ
ク選手権に308GTBで
出場し６勝、チャンピ
オンを獲得している。

フェラーリ308GTB （1984／コスタブランカ）

ホンダ・バラードスポーツCR-X （1985／香港～北京）

ラーダ VAZ 2105 VFTS （1984／1000湖）
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VARIETY
Gr.B

プジョーは205T16のほかに
104、504、505でもグループ
Ｂ公認を取得。写真の504ピッ
クアップは82年10月に公認さ
れ、翌83年のサファリから散発
的にWRCへも参戦、この時はタ
フネスさを武器に総合８位で完
走している。また205T16誕生
の前にはプジョー305ラリーな
るプロジェクトもあった。凡庸
なFFセダンである305のトレッ
ドを広げてFR化したシャシーに
上級車604の2.5ℓ24バルブV6
エンジンを250馬力までチュー
ンしたものが搭載された。軽量
化のためボディもアルミや樹脂
パーツを多用し完成目前だった
が、しかしWRCの潮流は急速に
ターボ＋4WDという様相にな
っていたことから開発はストッ
プ、この計画は中止された。

日産のグループBカーといえば
240RSだが、実はS30型フェア
レディZ（240Z）やZ31型フェ
アレディZもグループＢ登録が
されている（240Zはグループ３
からの移管）。写真のサニーピッ
クアップトラックは84年２月に
公認を取得し同年サファリで９
位に入ったマシンの同型車。プ
ジョー504と同様、こうした軽
量かつ堅牢でパーツも安価なマ
シンは普遍的な人気があった。

プジョー504ピックアップ （1984／サファリ）

プジョー305ラリー （計画中止）

ダットサン・サニー1200ピックアップ （1983／サファリ）
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タルボのラリーカーに
はこのサンバラリー以
外に81年タイトルを獲
得したタルボ・サンビ
ーム・ロータスがある
が、グループB車はサ
ンバラリーのみ。欧州
のアマチュアドライバ
ーたちに広く愛された。

モータースポーツに熱
心だった東欧シュコダ
のグループＢ車が130 
LR。1.3ℓOHVエンジ
ンをリヤに搭載する
RR車だ。その後も彼ら
の小排気量クラスでの
参戦と奮闘は続き、現
在はVWグループの一
員として積極的にプラ
イベーター向けマシン
を開発、供給して各地
の選手権を支えている。

ポルシェは924ターボ（1979）、
924カレラ（1982）、944ターボ
／928S（1986）、911SC（1982）、
カレラ（1986）などで「B」の公
認を取得。911SCは主に欧州各地
の国内選手権やERCでその姿が見
られた。ビッグイベントではロス
マンズのようなスポンサーをつけ
たマシンにスタードライバーを招
聘して出場機会を提供した。なお
86年のパリダカ制覇で知られる
959もグループＢ規定を前提とし
て開発されたマシンだが、規定消
滅によりWRCへの参戦は霧散した。

タルボ・サンバラリー （1984／モンテカルロ）

シュコダ130 LR （1986／RAC）

ポルシェ911 SC （1986／モンテカルロ）



VARIETY
Gr.B

ポルシェ911 SC RS （1984／RAC）

1986オールスターダートトライアル（丸和）C3クラス
マツダ・サバンナRX-7

1989オールスターダートトライアル（名阪）Dクラス
プジョー205Ｔ16

1985 ダートトライアル C地区戦（丸和）Dクラス
キャロッセトムスセリカ

1986 オールスターダートトライアル（丸和）Dクラス
HKSスタリオン

かつて日本国内でもグルー
プＢ車両が走っていたこと
がある。鶴一郎選手は1985
年よりマツダスピードでボ
ディキットを取り寄せた
RX-7と、プジョー205T16
を走らせた。プジョーはそ
の後、プジョースポルティ
フによりターボ化したスズ
キエンジンに変更して出走
していた。そのほかに遠藤
俊明選手がMGメトロ6R4
で出場していたこともある。

ダートラには、ほかにもグループB風
マシンが出走していた。HKS関西は完
成度の高いオリジナルマシン「スタリ
オン（D404）」を製作、84年のオール
スターダートトライアルではオーバー
オールウインを達成している。またキ
ャロッセからはRA63セリカをベース
にしたマシンが出走していた。

オペルの英国ブランドであ
るボクスホールが投じたグ
ループ４ベースのFRマシン
がシェベット。2279㏄で
250馬力を発生する直４エ
ンジンを搭載する。もとも
とは70年代に北米でシボレ
ーが開発、販売していたコ
ンパクトカーだ。写真の14
号車はラッセル・ブルック
スが駆った一台で、83年の
RACで５位フィニッシュを
果たしている。

ボクスホール・シェベット2300HSR （1983／RAC）
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Text/Hideki Hiramatsu  Photos/Yuki Sawada, Akihiko Ouchi, Kai Sawabe, McKLEIN, Geibunsha, FIAT 

グループB時代の後期、マシンはパワー競争が激化の一途をたどり安全性が問題視された
WRCは新たなグループS規定を導入する予定だったが、結局この構想は霧散
新規定に向けて開発が進められていたマシンが日の目を見ることはなかった
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Ｗ
Ｒ
Ｃ
で
は
グ
ル
ー
プ
Ｂ
後
期
か
ら
グ

ル
ー
プ
Ｓ
、
そ
し
て
グ
ル
ー
プ
Ａ
へ
と
規

格
が
移
ろ
う
過
程
で
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
生
ま
れ
、
未
完
の
ま
ま
ス
ク
ラ
ッ
プ

と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
は
グ
ル
ー
プ

Ｂ
の
次
期
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
に

な
る
は
ず
だ
っ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
当
初

か
ら
グ
ル
ー
プ
Ｓ
規
格
で
開
発
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
時
代
の
流

れ
が
早
す
ぎ
て
当
時
は
十
把
一
絡
げ
で
グ

ル
ー
プ
Ｓ
と
し
て
語
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
グ
ル
ー
プ
Ｓ
は
、
そ
の
詳
細

の
最
終
決
定
を
待
た
ず
し
て
消
滅
し
た
規

定
だ
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
傘
下
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
ラ
ー
ズ
委
員
会
が
グ
ル
ー
プ
Ｓ
構
想

を
発
表
し
た
の
は
１
９
８
５
年
９
月
。
元

来
の
骨
子
は
、
過
熱
す
る
パ
ワ
ー
競
争
を

抑
止
す
る
た
め
エ
ン
ジ
ン
の
最
高
出
力
を

３
０
０
馬
力
に
制
限
し
、
排
気
量
は
過
給

器
付
１
・
２
ℓ
、
自
然
吸
気
２
・
４
ℓ
。

大
型
空
力
パ
ー
ツ
は
禁
止
さ
れ
、
ス
リ
ッ

ク
タ
イ
ヤ
は
禁
止
。
タ
イ
ヤ
の
接
地
面
積

も
減
ら
さ
れ
た
。
対
照
的
に
最
低
生
産
台

数
は
わ
ず
か
10
台
に
な
っ
て
い
た
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
青
写
真
は
グ
ル
ー
プ
Ｂ
の

新
規
ホ
モ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
86
年
５
月
で

終
了
し
、
87
年
に
ポ
イ
ン
ト
対
象
外
で
グ

ル
ー
プ
Ｓ
を
走
ら
せ
、
88
年
か
ら
本
格
運

用
す
る
と
い
う
も
の
。
だ
が
各
メ
ー
カ
ー

の
思
惑
も
あ
り
詳
細
決
定
の
作
業
は
遅
れ
、

最
終
承
認
の
予
定
は
86
年
６
月
ま
で
ズ
レ

Audi Sport Quattro RS002
WRCに4WDを持ち込
み旋風を巻き起こした
アウディは、スポーツ
・クワトロを改良し、ミ
ッドシップ化した
RS001を開発。そして
新たにカーボン補強の
パイプフレームを持つ
新車両RS002を製作
した。エンジンは2.1ℓ
直列５気筒ターボを搭
載。ポルシェが関わっ
た６気筒エンジンを採
用するという話もあっ
たと言われる。

アウディ・スポーツ・クワトロ RS002
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が
続
か
な
い
と
決
定
し
た
時
点
で
次
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
パ
リ
ダ
カ
に
向
け
た
。

　

一
方
ア
ウ
デ
ィ
は
、
グ
ル
ー
プ
Ｓ
と
し

て
Ｒ
Ｓ
０
０
１
（
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ワ
ト
ロ

の
ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
４
Ｗ
Ｄ
版
）
を
開
発
。

そ
の
後
パ
イ
プ
フ
レ
ー
ム
の
Ｒ
Ｓ
０
０
２

を
企
画
。
フ
ォ
ー
ド
は
手
持
ち
の
Ｒ
Ｓ
２

０
０
を
グ
ル
ー
プ
Ｓ
に
コ
ン
バ
ー
ト
予
定

だ
っ
た
。
ト
ヨ
タ
は
第
２
世
代
グ
ル
ー
プ

Ｂ
と
し
て
ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
４
Ｗ
Ｄ
の
２
２

２
Ｄ
を
開
発
、
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
Ｓ
構

想
発
表
で
大
幅
な
設
計
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
ほ
か
に
も
マ
ツ
ダ
、
オ
ペ
ル
、

ラ
ー
ダ
な
ど
も
グ
ル
ー
プ
Ｓ
を
進
め
て
い

た
が
、
い
ず
れ
も
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
。

込
ん
で
い
た
。
そ
の
直
前
に
起
き
た
の
が
、

す
べ
て
を
御
破
算
に
す
る
５
月
の
コ
ル
シ

カ
で
の
悲
劇
で
あ
る
。

　

こ
の
間
の
各
メ
ー
カ
ー
の
動
き
は
様
々

だ
。
ラ
ン
チ
ア
は
85
年
の
初
頭
か
ら
次
の

グ
ル
ー
プ
Ｂ
車
両
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ

イ
バ
ー
シ
ャ
シ
ー
を
持
つ
Ｓ
Ｅ
０
４
０

（
デ
ル
タ
Ｓ
４
の
エ
ボ
２
）、
さ
ら
に
は
４

気
筒
エ
ン
ジ
ン
の
吸
排
気
に
ト
リ
フ
ラ
ッ

ク
ス
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
Ｓ
Ｅ
０
４
１

（
Ｅ
Ｃ
Ｖ
１
お
よ
び
Ｅ
Ｃ
Ｖ
２
）
を
推
進
、

グ
ル
ー
プ
Ｓ
構
想
発
表
後
は
Ｓ
Ｅ
０
４
２

に
手
を
つ
け
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
は
ス
タ

イ
リ
ン
グ
の
検
討
の
み
で
終
わ
っ
た
。

　

ラ
イ
バ
ル
の
プ
ジ
ョ
ー
は
グ
ル
ー
プ
Ｂ

Lancia ECV ランチアECV

（上）デルタS4の後継車として開発されたECV。ECVとはExperimental 
Composite Vehicle（実験的複合車両）の略。デルタS4のチューブラーフレ
ームをカーボンで補強し、４気筒16バルブの600馬力ツインターボエンジン
を搭載した。（左）そのシャシーに新しいボディを被せたのがECV 2。イン
タークーラーが水冷化されるなどしたが、スタイリング検討用の試作車で、い
ずれもグループS規定ではなく、試験車という位置づけだった。
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Opel Kadette E GSi 4×4
オペル・カデット E GSi 4×4
（下）GSiでWRCのグループAに参戦していたオペルはグループＳ規定導入の発表を
受けてGSi 4×4を開発。GSiのシャシーの一部をチューブラースペースフレームと
し、ボディをカーボン／ケブラー製に。そして600馬力のエンジンをフロントミッ
ドに搭載し4WD化もした。86年のパリダカには２台体制で参戦している（右）。

Ford RS200 Gr.S フォードRS200 グループS

RS200のチーフエンジニアだったジョン・ウィーラーがRS200のエ
ボリューションモデルとしてグループS用に製作を進めたマシン。ブ
ライアン・ハート設計の2.1ℓエンジンを積み、主に軽量化を目標と
した。またルーフやリヤスポイラーなどのデザインも見直され、空
力も改善された。
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Toyota 222D トヨタ222D

WRCで世界制覇を狙うトヨタがセリカ・ツインカムター
ボに次ぎ、新たに開発を進めていたミッドシップ4WDマ
シン。MR2に似ているが別物で、２ℓターボの3S-GTエ
ンジンを横置き。出力は500馬力以上。開発はTTEでな
く日本で行なった。改良された第２次車ではエンジンが
縦置きとなった。
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Mazda RX-7 FC3S Gr.S
マツダRX-7 FC3S グループS
RX-7（SA22C）で
WRCに参戦していた
マツダは、グループS
への移行を見据えて
FC3Sベースのプロト
タイプ車両の開発を進
めていた。エンジンは
13Bで450馬力、２ロ
ーターもしくは３ロー
ターをフロントミッド
シップに搭載し、4WD
を採用。日本やベルギ
ーでテストを行なった。

Lada Samara EVA S-Proto
ラーダ・サマーラ EVA S プロト
サマーラEVAをベースに開発されたグループＳのプロトタイプで、350馬力の1860㏄
直列４気筒DOHC16バルブターボエンジンを横置きに搭載した4WDマシン。これと
は別に直列６気筒エンジン搭載も検討された。（上）87年の1000湖ラリーで、コース
カーとして実走している。（左）その後、進化版のT3がパリダカに出場した。
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グ
ル
ー
プ
Ｂ
を
も
っ
と
深
く
、
も
っ
と

楽
し
む
た
め
の
手
段
と
し
て
ミ
ニ
カ
ー
、

そ
れ
も
大
型
１
／
18
ス
ケ
ー
ル
を
蒐
集
す

る
こ
と
は
か
な
り
有
効
だ
と
断
言
す
る
。

１
／
18
（
全
長
約
25
㎝
前
後
）
は
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
〝
定
番
〞
１
／
43
（
同
10
〜
12

㎝
）
よ
り
も
実
車
感
が
よ
り
高
ま
り
、
迫

Bを楽しむなら、1/18!

Text/Joe Kojima(MS-models)  
Photos/Hidenobu Tanaka, KIDBOX  www.kidbox.co.jp

グループB車が備えるカタマリ感や
迫力など、その魅力を今でも気軽に
手元で楽しめるのが精密なミニカーだ
なかでも1/18は実車再現性がより高く
購入満足度も高いためオススメだ

40年の時間差をミニカーで埋める

Deep into Gr.B――――❸ Scale Miniature

力
も
あ
っ
て
非
リ
ア
ル
タ
イ
ム
世
代
に
も

オ
ス
ス
メ
だ
。
Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
ミ
ニ
カ
ー
は
後

継
の
グ
ル
ー
プ
Ａ
車
も
各
メ
ー
カ
ー
充
実

し
て
お
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
活
況
だ
が
、「
ほ

ぼ
市
販
車
」
な
ス
タ
イ
ル
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
特
性
上
そ
の
フ
ォ
ル
ム
は
お
と
な

し
め
で
、
一
方
「
Ｂ
」
の
方
は
デ
カ
い
オ

ー
バ
ー
フ
ェ
ン
ダ
ー
や
前
後
の
巨
大
な
ス

ポ
イ
ラ
ー
な
ど
〝
ミ
ニ
カ
ー
映
え
〞
す
る

た
め
、
満
足
度
は
「
Ａ
」
を
は
る
か
に
凌

ぐ
と
個
人
的
に
は
感
じ
て
い
る
。

　

１
モ
デ
ル
あ
た
り
の
生
産
数
が

少
な
く
モ
ノ
に
よ
っ
て
は
販
売
期

間
が
か
な
り
短
い
（
す
ぐ
完
売
に

な
っ
て
、
再
販
が
ほ
ぼ
な
い
）
１

／
43
と
異
な
り
、
モ
デ
ル
ラ
イ
フ

が
比
較
的
長
い
こ
と
も
１
／
18
の

魅
力
だ
。
こ
こ
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
４
台
も
80
年
代
当
時
も
の
で
は
な

く
近
年
発
売
の
「
準
新
作
」
だ
。
現
代
ク

オ
リ
テ
ィ
の
金
型
で
作
ら
れ
た
、
こ
う
し

た
モ
デ
ル
が
普
通
に
購
入
で
き
る
の
は
、

と
り
わ
け
入
門
者
に
は
あ
り
が
た
い
。
も

ち
ろ
ん
同
じ
１
／
18
で
も
コ
ス
パ
最
高

（
た
だ
し
カ
ウ
ル
開
閉
ギ
ミ
ッ
ク
な
ど
は

ナ
シ
）
の
「
ｉ
ｘ
ｏ（
イ
ク
ソ
）」
や
各
部

フ
ル
開
閉
可
能
で
室
内
や
エ
ン
ジ
ン
も
再

現
す
る
「
オ
ー
ト
ア
ー
ト
」
な
ど
〝
松
竹

梅
〞
が
存
在
す
る
の
で
、
好
み
と
予
算
に

よ
っ
て
チ
ョ
イ
ス
す
る
の
が
賢
明
だ
。
ま

ず
は
店
頭
で
、
Ｂ
の
棚
を
覗
い
て
み
よ
う
。

在りし日のベッテガが
ドライブしたラリー037
は85年サファリ仕様
とあってアニマルガー
ドやスペアタイヤ増設
などモデルに特別感が
あり好印象。京商／23
年発売／２万7500円。

「決定版」を求めるならドアやハッチも開閉可能でエンジン
や室内も再現されるオートアートがオススメだ。ミッコラ
の６号車もある。オートアート／20年発売／３万580円。



ミニカー
買うなら
このお店

まだまだあるぞ
Gr.B期のミニカーたち
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入門コレクターや往年
のグループＢファンに
は実店舗に豊富な在庫
があり、モータースポ
ーツへの造詣も深いシ
ョップ選びが大事。困
ったらこちらへ！
キッドボックス本店
●大和市福田2-5-11
●046-269-7556

上から時計まわりにアウディ・クワトロ82年
1000湖ラリー優勝仕様。イクソ／１万2650
円。オペル・アスコナ400、82年アクロポリ
ス仕様とMGメトロ6R4（86年RAC仕様）は
どちらもイクソ／１万2100円。最下段のアウ
ディ・クワトロS1は86年のパイクス優勝車。
トップマルケス／３万6080円。

まだあるぞ

質と量の両面でWRC
ミニカーのトップブラ
ンドに君臨するのがイ
クソ。通好みなBelga
カラーの205は85年イ
ープルラリーでのダル
ニッシュ車だ。ixo／23
年発売／１万5400円。

同じくイクソの、こちらもマニア
ックなtotipカラーのデルタS4。低
く薄いフォルムの再現性は高く、
コスパと満足度もかなり高い。ixo
／23年発売／１万5400円。

※すでにメーカー完売となっている場合があります。表記の価格は10％税込です。
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新 し い「 昔 」あ り ま す 。　 絶 賛 発 売 中 ！

・ R33 JGTC Spec
 王座陥落から奪還への道のり
・ インタビュー 
 水野和敏／近藤真彦
・ ル・マンに挑んだR33
 誤解と甘さが生んだ
 2度の敗戦劇 
雑誌コード：66731-80
定価：1870円

・  本人10000字ロングインタビュー 
 尽きない闘争本能。
・ マシンギャラリー 
 FERRARI 412T2
 #27 1995
・ Playback F1 days
 閃光のティレル、
 奮闘のフェラーリ、
 そして晩年へ
雑誌コード：66731-97
定価：1870円

No.536

 特集  ジャン・アレジ
 ［クラシカルスピードスターの実像］

・ メルセデス190E 2.5-16
  “エボ”～“エボⅡ”開発ストーリー       
 武装４ドアセダン、
 ドイツの頂に立つ
・ マシンギャラリー  
 MERCEDES-BENZ
 190E 2.5-16 EvoⅡ  
 1992 DTM
・ インタビュー   
 クルト・ティーム
 エマニュエル・ピロ 
雑誌コード：66731-87
定価：1870円

・ 絶対王者に土をつけた
 英国からの刺客
・ ル・マンに舞い戻った伝説の
 シルバーアロー
・ 異形の衝撃波、
 最速「XJR-14」詳解
・ まぼろしの最終兵器
 「C292」の愉悦

  
雑誌コード：66731-84
定価：2090円

人気のあった特集企画をまとめて１冊に
レーシングオン・アーカイブス
Vol.19

 特集  グループCクロニクル
 ［第１章／ジャガー編＆メルセデス編］

No.534

 特集  レーシングR33GT-R
 ［“鈍重”な次男坊が発露した誉れ高きレース適性］

No.535

 特集  至高のハコ・エイティーズ
 ［我が道を歩み、独自発展した外国車グループA隆盛期］

バックナンバーご注文方法

送料・手数料について
■クレジットカード払いの場合　送料：一回200円　手数料：無料
■代金引換払いの場合送料：一回200円　手数料：300円　
※ご注文金額が1000円以上の場合は、送料無料

 パソコンから https://shop.san-ei-corp.co.jp
 お電話で 03-5357-8802  通信販売センター（平日10：00～17：30）

株式会社 三栄　販売部　
〒163-1126 東京都新宿区西新宿6-22-1
新宿スクエアタワー 26F　
TEL. 03-6773-5250 （平日10:00～17:30））

 ケータイから
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